
消　防　年　報

西置賜行政組合消防本部
（令和４年刊行）

令和３年版



ま え が き 
 
 
 
１ この年報は、令和３年中の消防機関の主要な消防業務と現有消防力全般に 
わたる事項を収録したものである。 

 
２ 消防状況の逐年傾向を把握するため、特に主要なものについては、過去にさ 

かのぼって累年表を加えた。 
 
３ 各表は、おもに令和４年４月１日現在をもって作成したが、これらによら 
ない表及び単位については必要に応じて、各表の上部に記載している。 
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管内情勢及び組合消防機関

管内情勢

市町名 面　積 人　口 世帯数

長井市

白鷹町

飯豊町

小国町

合　計

組合消防機関

名　　称

（Ｒ４．４．１）

―２―

昭和47年 8月15日　開設
平成29年 4月 1日　移転

昭和48年12月 1日　開設
平成29年 4月 1日　移転

昭和49年11月 1日　開設
平成20年11月15日　移転

〃

備　　考

電　話　番　号 備　　考所　在　地

〃

昭和57年 6月 1日　移転
昭和62年 7月 1日　設立
平成11年 6月10日　移転

周囲 １９６．０ｋｍ

最長横断距離 ６１．１ｋｍ

最東地区 白鷹町中山

最西地区 小国町長者原

最南地区 飯豊町岳谷

最北地区 白鷹町針生

ＴＥＬ ０２３８（８８）１２１２【代表】

ＦＡＸ ０２３８（８８）１８４９

各課、室ダイヤルイン方式採用

テレホンサービス

ＴＥＬ ０１８０（９９２）７７７

ＴＥＬ ０２３８（８５）５２４２

ＦＡＸ ０２３８（８５）１１９４

ＴＥＬ ０２３８（７２）２２２２

ＦＡＸ ０２３８（７２）２３２５

ＴＥＬ ０２３８（６２）２１５４

ＦＡＸ ０２３８（６２）５１１９

〒９９３－００４２

長井市平山４４６０

〒９９２－０８３１

西置賜郡白鷹町

大字荒砥甲８３３

〒９９９－０６０４

西置賜郡飯豊町

大字椿２８００番地１

〒９９９－１３５２

西置賜郡小国町

大字岩井沢５２３－１

西置賜行政組合
消 防 本 部

〃
消 防 署

〃
消防署白鷹分署

〃
消防署飯豊分署

〃
消防署小国分署
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組合消防の沿革 
 

年号 年 月 記 事 

昭和４７年 ４月 １市３町（長井市、小国町、白鷹町、飯豊町）で西置賜広域消防事務組合設立 

 職員数５９名（長井市継続職員３２名、新規採用職員２７名） 

装備はポンプ車２台、救急車１台、指令車１台、広報車１台、その他消防資機材は無償譲渡により 

業務開始 条例定数９８名 

４月 消防署に救急車３Ｂ型（日産 シビリアン）を増強 

（日本損害保険協会から寄贈、事業費の３分の１を負担） 

８月 消防署白鷹分署を開設（白鷹町大字荒砥甲８３３）職員数１０名 

ポンプ車ＢＤ－Ⅰ型（日産 Ａ－２級）を配備 

１０月 消防本部に指令車（三菱）を更新配備 

昭和４８年 ３月 消防署更衣室（44.71 ㎡）を増築 

４月 職員１２名を増員 職員数７１名 

７月 職員１名を増員 職員数７２名 

１１月 消防署にポンプ車ＢＤ－Ⅰ型（日産 Ａ－２級）を増強（日本損害保険協会から寄贈） 

１２月 消防署飯豊分署を開設（飯豊町大字萩生６１７）職員数１０名 

ポンプ車ＢＤ－Ⅰ型（日産 Ａ－２級）を配備 

昭和４９年 ４月 職員１３名を増員 職員数８５名 山形県消防学校に１年間職員１名を教官として派遣 

８月 白鷹・飯豊の両分署の職員をそれぞれ１１名とする。 

１１月 消防署小国分署を開設（小国町大字小国小坂町三丁目８番地）職員数１０名 

ポンプ車ＢＤ－Ⅰ型（日産 Ａ－２級）を配備 

昭和５０年 １月 消防署小国分署の職員を１２名とする。 

２月 消防署小国分署に救急車３Ｂ型（日産 シビリアン）を配備 

（消防署に配備していたものを配備） 

４月 消防本部に予防車（日産 サニー）を配備 

７月 消防本部の機構を３課制とする。（総務課、予防課、警防課） 

昭和５１年 ４月 職員数８４名 

９月 消防署飯豊分署に連絡車（ホンダ）を配備 

１０月 第５回全国消防操法大会に白鷹町消防団が出場 

１２月 消防署に救急車３Ｂ型（日産 シビリアン）を増強配備 

（山形県共済農業共同組合連合会からの寄贈） 

長井市から引き継いだ救急車を救助用車として活用 

昭和５３年１０月 消防署飯豊分署への救急車配備請願の審査のため議会特別委員会を設置 

（昭和５４年３月２７日 議会採択） 

昭和５４年 ２月 消防本部に広報車（日産 バイオレット）を更新配備 

消防署白鷹分署に連絡車（三菱 ミニカ）を配備 

 

―３― 
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年号 年 月 記 事 

３月 消防署に水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型（イスズ Ａ－２級  水 2.0ｔ）を更新配備 

昭和５４年 ４月 職員数８３名 

各分署の職員をそれぞれ１３名とする。 

消防署飯豊分署に救急車３Ｂ型（日産 シビリアン）を配備 

（消防署に配備していたものを配備） 

６月 消防署小国分署に連絡車（三菱 ミニカ）を配備 

９月 広報委員会を設置 

昭和５５年 ２月 消防署白鷹分署に救急車２Ｂ型（トヨタ アンビュランス）を配備 

（日本損害保険協会からの寄贈） 

４月 職員６名を増員 職員数８９名 

９月 山形県総合防災訓練が当管内で開催される。 

１０月 各分署の職員をそれぞれ１４名とする。 

１１月 西置賜幼少年婦人防火委員会が設置される。 

昭和５６年 １月 衛生委員会を設置 

３月 消防署に救急車２Ｂ型（日産 ホーミー）を配備 

（山形県共済農業協同組合連合会からの寄贈） 

４月 職員 1 名を増員 職員数９０名 

１０月 日本防火協会から西置賜婦人防火クラブ連絡協議会に対し、防火広報車（トヨタ ハイエース）が 

寄贈される。 

昭和５７年 ２月 消防署白鷹分署にポンプ車 CD－Ⅰ型（イスズ エルフ A－２級）を更新配備 

４月 職員数８８名 

６月 消防本部、消防署庁舎を長井市宮 1800 番地に移転する 

８月 消防署に資機材搬送車（トヨタ ダイナ）を配備 （日本消防協会からの寄贈） 

１０月 消防署に訓練塔（本塔１７ｍ、補助塔７ｍ）を配備 

１１月 消防署小国分署にポンプ車 CD－Ⅰ型（イスズ エルフ A－２級）を更新配備 

昭和５８年 ３月 消防署飯豊分署に救急車２B 型（日産 ホーミー）を更新配備 （日本損害保険協会からの寄贈） 

４月 職員数８８名 

消防署及び分署の機構を班から部、係制とする。 福利厚生委員会を設置 

昭和５９年 ２月 消防署飯豊分署にポンプ車 CD－Ⅰ型（イスズ エルフ A－２級）を更新配備 

４月 職員数８６名 

山形県消防学校に１年間職員１名を教官として派遣 

１１月 消防署にポンプ車 CD－Ⅰ型（イスズ エルフ A－２級）を更新配備 

１２月 長井市における住居表示変更に伴い消防本部、消防署の所在地が変更 

（長井市中道一丁目４番２６号） 

消防署小国分署に救急車２B 型（トヨタ アンビュランス）を更新配備 

（日本自動車工業協会からの寄贈） 

昭和６０年 ４月 職員数８４名 
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消防本部の機構を１課３係とする （消防課、庶務係、予防係、警防係） 

７月 消防本部に査察広報２号車（日産 サニー）を更新配備 

１１月 消防署に救急車２B 型（日産 ホーミー）を増強配備 

（山形県共済農業共同組合連合会からの寄贈）１台を救急予備車とする 

昭和６１年 ８月 消防署飯豊分署に査察広報車（ダイハツ ミラ）を更新配備 

（飯豊町 加藤自動車整備工場からの寄贈） 

職員数８３名 

９月 消防本部に査察広報１号車（トヨタ カローラ）を更新配備 

１０月 消防署にポンプ車 BD－Ⅰ型（トヨタ ランドクルーザー A－１級）を増強配備 

（日本損害保険協会からの寄贈） 

昭和６２年 ６月 救命ボート（５人乗り）及び船外機を更新配備 

西置賜広域消防事務組合解散 

７月 西置賜行政組合設立 

旧西置賜伝染病院組合、旧長井市外三町共立養護老人ホーム組合及び旧西置賜広域消防事務組合 

の一部事務組合を解散し、統合された一部事務組合として設立したものである。 

職員数８１名 

旧西置賜広域消防事務組合の所有にかかる財産は西置賜行政組合に承継された。 

条例定数８５名 

８月 消防本部に査察広報３号車（トヨタ カリーナ）を増強配備 （日本消防協会からの寄贈） 

９月 消防本部に指揮車（トヨタ タウンエース４WD）を更新配備 

昭和６３年 ２月 職員数８０名 

４月 職員２名を増強 職員数８２名 

７月 消防署白鷹分署、小国分署の査察広報車（ダイハツ ミラ）を更新配備 

９月 山形県総合防災訓練が当管内で開催された。 

平成元年 ４月 職員数８０名 

７月 職員数７９名 

９月 消防署飯豊分署車庫及び飯豊町消防団資機材倉庫（31.44 ㎡）を西置賜行政組合、飯豊町が応分 

負担にて増築 

平成 2 年 １月 消防署白鷹分署に救急車２B 型（イスズ ファーゴ ４WD）を更新配備 

（日本自動車工業会からの寄贈） 

２月 消防署飯豊分署に救急車２B 型（日産 ホーミー ４WD）を更新配備 

４月 職員 1 名を増員 職員数８０名 

１０月 第６回全国婦人消防操法大会に長井市大沖婦人消防隊が出場 

平成３年 ４月 消防本部の機構を２課制とする。（庶務課、予防課） 

消防分署の機構を係制から部制とする。 

職員２名を増員 職員数８２名 

山形県消防学校に１年間職員１名を教官として派遣 
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６月 消防署更衣室（9.1 ㎡）及び車庫（58.23 ㎡）を増・改築 

７月 日本消防協会から長井市大沖婦人消防クラブに対し防火広報車（トヨタ ハイエース）を寄贈 

される。（防火広報車更新） 

１０月 条例定数１０５名 

１１月 消防署に化学消防ポンプ自動車Ⅱ型（イスズ A－２級  水 1.5ｔ 化学消火薬剤 0.5ｔ）を配備 

１２月 消防署小国分署に救急車２B 型（日産 ホーミー４WD）を更新配備 

（山形県共済農業共同組合連合会からの寄贈） 

消防署小国分署の救急車を消防署救急２号車として活用、２号車を救急予備車とする。 

平成４年 ４月 職員９名を増員 職員数９１名 

消防本部の機構を３課１室制とする。（総務課、予防課、警防課、通信指令室） 

９月 消防本部に防災車（トヨタ クラウン）を配備 

１０月 第１３回全国消防操法大会に小国町消防団が出場 

１２月 消防署に水槽付消防ポンプ自動車 CD－Ⅱ型（イスズ A－２級  水 2.0t ４WD）を更新配備 

平成 5 年 ４月 職員８名を増員 職員数９９名 

７月 消防本部に査察広報２号車（トヨタ ハイエース４WD）を更新配備 

１０月 消防署小国分署を改修 

消防署飯豊分署を増築（66.24 ㎡） 

消防署に救急車２B 型（イスズ ファーゴ４WD）を更新配備 

（日本消防協会、日本船舶振興会からの寄贈） 

１１月 消防署白鷹分署を増築（49.69 ㎡） 

平成６年 ４月 職員 6 名を増員 職員数１０５名 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

５月 消防署に救助工作車Ⅱ型（日産 コンドル）を増強配備（日本損害保険協会からの寄贈） 

消防署小国分署に消防署に配備されていた資機材搬送車を増強配備 

平成 7 年 ４月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

山形県消防学校に１年間職員 1 名を教官として派遣 

６月 消防本部に査察広報車（三菱 シャリオ４WD）を増強配備 

９月 消防署白鷹分署車庫改修（水槽付消防ポンプ自動車更新配備に伴い） 

１０月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

平成８年 １月 消防署白鷹分署に水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－A 型（イスズ A－２級  水 1.5t）を更新配備 

３月 消防署に高規格救急自動車（日産 パラメディックⅡ ２B 型）を配備 

（安田生命保険相互会社からの寄贈） 

救急業務高度化運用開始 

救急１号車を２号車へ、２号車を予備車へ配置替え 

４月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１０月 消防職員委員会設置 

平成９年 １月 消防署白鷹分署に救急車２B 型（日産 ホーミー４WD）を更新配備 
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（山形県共済農業共同組合連合会からの寄贈） 

旧救急車を予備車に配置替え 

消防署小国分署に水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－A 型（イスズ A－２級  水 1.5t ４WD）を更新配備 

４月 白鷹町消防団事務委託を受け、消防署白鷹分署にて業務開始する。 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を東京消防庁消防学校救急救命士研修に派遣 

５月 職員数１０４名 

８月 （仮称）西置賜防災センター・西置賜行政組合消防庁舎 起工式 

１２月 消防署飯豊分署車庫改修（水槽付消防ポンプ自動車更新配備に伴い） 

平成１０年 １月 消防署飯豊分署に水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－A 型（日野 A－２級  水 1.5t ４WD）を更新配備 

３月 長井市消防団指揮広報車（日産 ブルーバード）を消防本部に配備（日本消防協会からの寄贈） 

４月 職員数１０５名 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

新たに発足した山形県消防防災航空隊へ職員１名を派遣（併任辞令）（平成 10 年６月１日就航） 

６月 （仮称）西置賜防災センター・西置賜行政組合消防庁舎 上棟式 

平成１１年 ４月 職員数１０４名 

消防本部の機構を２課１室制とする。（総務課、予防課、通信指令室） 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

飯豊町消防団事務委託を受け、消防署飯豊分署にて業務開始する。 

５月 （仮称）西置賜防災センター・西置賜行政組合消防庁舎竣工引渡式（３１日） 

６月 西置賜防災センター・西置賜行政組合消防庁舎修祓式、業務開始式（１０日１２時） 

７月 西置賜防災センター・西置賜行政組合消防庁舎竣工式、祝賀会（６日１３時） 

８月 消防署に救命ボート搬送車（トヨタ ダイナ４WD）を増強配備 

平成１２年 ４月 職員数１０５名 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

財団法人日本消防協会に２年間職員１名を研修派遣（併任辞令） 

山形県消防防災航空隊に３年間職員１名を派遣（併任辞令） 

小国町消防団事務委託を受け、消防署小国分署にて業務開始する。 

消防署飯豊分署に救急車２B 型（トヨタ ４WD）を更新配備（協同薬品工業株式会社からの寄贈） 

９月 山形県総合防災訓練が当管内で開催される。 

１２月 消防署小国分署に高規格救急自動車（日産 パラメディックⅡ ２B 型）を更新配備 

平成１３年 ２月 長井市消防団司令車（日産 テラノ）を消防本部に配備（日本消防協会からの寄贈） 

４月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１０月 消防署飯豊分署に査察広報車（スズキ エブリー４ＷＤ）を更新配備 

平成１４年 ４月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

７月 山形県林野火災防ぎょ連携訓練が当管内で開催される。 

９月 消防署白鷹分署に査察広報車（ホンダ ライフ）を更新配備 

１０月 全国消防長会広報防災委員会常任委員会が当管内で開催される。 
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平成１５年 ４月 職員数１０３名 

山形県消防学校に２年間職員１名を教官として派遣 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

７月 消防署小国分署に資機材搬送車兼査察広報車（日産 バネット）を更新整備 

１０月 第１６回全国女性消防操法大会に飯豊町女性消防隊が出場 

平成１６年 ４月 職員数１０５名 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

９月 消防署に高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック）を更新配備 

（協同薬品工業株式会社からの寄贈） 

１０月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

緊急消防援助隊（消火隊、救急隊）が中越地震（Ｍ６．８ 震度７）に出動する。 

平成１７年 １月 消防署白鷹分署に高規格救急自動車（日産 パラメディック４ＷＤ）を更新配備  

４月 職員数１０４名 

山形県消防防災航空隊へ３年間職員１名を派遣（併任辞令） 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員２名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１０月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

平成１８年 ４月 職員数１０４名 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１０月 第２０回全国消防操法大会に長井市消防団が出場 

１２月 消防署飯豊分署に高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック４ＷＤ）を更新配備 

平成１９年 ４月 職員数１０４名 

消防本部の機構を３課１室制とする。（総務課、予防課、警防課、通信指令室） 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１２月 消防本部に防火広報車（日産 キャラバン）を更新配備 

平成２０年 ４月 職員数１０４名  

消防本部の機構を総務課に警防課を吸収し２課１室制とする。 

山形県消防防災航空隊へ３年間職員１名を派遣（併任辞令） 

応援協定を結んでいた新潟県関川村が合併により、岩船地域広域事務組合が解散。新たに新潟県村 

上市と応援協定を締結する。 

６月 緊急消防援助隊（消火隊、救急隊）が、岩手・宮城内陸地震（Ｍ７．２ 震度６強）に出動する。 

１１月 消防署小国分署を小国町岩井沢５２３－１番地に移転する。（旧横川ダム事務所を購入） 

１２月 消防署に災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型（Ａ－Ⅱ級  水 2.0ｔ CAFS 機能付）を配備 

平成２１年 ４月 職員数１０５名 

９月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

平成２２年 １月 消防本部に査察広報車（日産 セレナ）を更新配備 

４月 職員の大量退職期を迎え、消防力を維持していくため、職員の定数の特例を制定し、前倒し採用を

行う。 

職員数１０９名（特例条例定数１０９名） 

―８― 

─ 8 ─



年号 年 月 記 事 

山形県林野火災防ぎょ連携訓練が当管内で開催される。 

７月 職員数１０８名 

平成２３年 １月  消防署に災害対応特殊化学消防ポンプ自動車Ⅱ型（Ａ－Ⅱ級  水 1.3ｔ 化学消火薬剤 0.5ｔ CAFS

機能付）を更新配備 

３月 緊急消防援助隊（消火隊、救急隊、後方支援隊）が、東日本大震災（最大Ｍ９．０ 最大震度７） 

に出動する。 

４月までに第１次隊～第５次隊、第８次隊 計１３隊４０名が出動 

４月 職員数１１０名（特例条例定数１１０名） 

山形県消防学校に２年間職員１名を教官として派遣 

９月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

平成２４年 ２月 消防署小国分署に高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック４ＷＤ）を更新配備 

３月 消防署に救助工作車Ⅱ型（日野 レンジャー）を更新配備 

４月 職員数１１５名（特例条例定数１１５名） 

９月 山形県・長井市合同総合防災訓練が当管内で開催される。 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

緊急消防援助隊用後方支援車両（総務省消防庁無償貸与）として、燃料補給車（三菱 キャンター 

４ＷＤ タンク容量：軽油９９０ℓ ミニローリー）を配備 

１１月 消防署に高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック４ＷＤ）を更新配備 

平成２５年 ２月 消防署白鷹分署に災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ｂ型（Ａ－Ⅱ級 水 1.5ｔ CAFS 機能

付）を更新配備 

３月 緊急消防援助隊用後方支援車両（総務省消防庁無償貸与）として、資機材搬送車（三菱 キャンター 

４ＷＤ コンテナ車）を配備 

４月 職員数１１５名（特例条例定数１１５名）条例定数１１０名 

                    山形県消防防災航空隊に３年間職員１名を隊員として派遣（併任辞令） 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

８月 西置賜解体工事業組合と「大規模災害時における建築物等の解体撤去等に関する協定」を締結 

９月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

イズミヤマリーン（長井市）と「水難救助用資機材支援協定」を締結 

喜多方地方広域市町村圏組合と「消防相互応援協定」を締結 

１１月 消防本部に指揮車（トヨタ ハイエース）を更新配備 

消防本部に査察広報２号車（トヨタ ハイエース 火災調査車）を更新配備 

１２月 高機能消防指令センター運用開始 

平成２６年 １月 消防署小国分署に災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ｂ型（Ａ－Ⅱ級 水 1.5t  CAFS 機能 

付）を更新配備 

２月 消防救急デジタル無線システム運用開始 

７月 西置賜行政組合消防計画の修正に伴い、消防署に指揮隊を編成 

４月 職員数１０８名（特例条例定数１０８名） 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

―９― 

─ 9 ─



年号 年 月 記 事 

９月 職員数１０７名 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１０月 日本・アルカディアネットワーク（長井市）と「災害時における緊急放送に関する協定」を締結 

１２月 消防署飯豊分署に災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ｂ型（Ａ－Ⅱ級 水 1.5t CAFS 機能 

付）を更新配備 

平成２７年 ２月 職員数１０６名 

山形県と「エボラ出血熱の患者の移送に係る協定」を締結 

４月 職員数１１０名 

９月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１２月 消防本部に防災車（トヨタ エスクァイア）及び査察広報３号車兼人員輸送車（トヨタ ハイエース 

乗車定員１４名）を更新配備 

平成２８年 ４月 職員数１１０名 

山形県消防防災航空隊に３年間職員１名を隊員として派遣（併任辞令） 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

６月 西置賜行政組合消防署白鷹分署及び飯豊分署庁舎 起工式（２９日） 

１０月 消防署白鷹分署に高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック４ＷＤ）を更新配備 

平成２９年 ３月 西置賜行政組合消防署飯豊分署庁舎 仮運用開始（１５日～） 

西置賜行政組合消防署白鷹分署庁舎 仮運用開始（２９日～） 

４月 職員数１１０名 

西置賜行政組合消防署白鷹分署及び飯豊分署庁舎 本運用開始（１日～） 

西置賜行政組合消防署白鷹分署及び飯豊分署庁舎 竣工式（１４日） 

８月 山形県南生コンクリート協同組合と「災害時における消防用水の供給支援に関する協定書」を締結 

９月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１０月 消防署飯豊分署に高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック４ＷＤ）を更新配備 

１１月 職員数１０９名 

平成３０年 ３月 消防本部に指揮広報車（三菱 デリカ）を更新配備 

４月 職員数１１０名 

８月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

１０月 消防署白鷹分署及び消防署飯豊分署に査察広報車（ダイハツ ハイゼット）を更新配備 

平成３１年 ４月 職員数１１１名（派遣職員含む） 女性消防吏員１名採用 

山形県消防学校に２年間職員１名を教官として派遣 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

令和元年 ７月 職員数１１０名 

１０月 緊急消防援助隊（消火隊、救急隊、後方支援隊）が、台風１９号による救助救急活動のため２次 

派遣まで４隊２２名が出動した。 

１１月 消防署小国分署に資機材搬送車兼査察広報車（日産 ＮＶ２００バネット）を更新配備 

１２月 条例定数１２７名 

令和２年 ４月 職員数１１２名（派遣職員含む） 

―１０― 
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年号 年 月 記 事 

令和２年 ８月 山形県と「新型コロナウイルス感染症の患者の移送に係る協定」を締結 

９月 救急救命士の国家資格を取得するため、職員１名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

令和３年 ２月 消防署に高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック４ＷＤ）を更新配備 

消防署に資機材搬送２号車（救命ボート搬送車（トヨタ ダイナ４ＷＤ））を更新配備 

４月 職員数１１９名（派遣職員含む） 

山形県消防防災航空隊に３年間職員１名を隊員として派遣（併任辞令） 

長井市と人事交流のため、相互に１名派遣 
救急救命士の国家資格を取得するため、職員２名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 

消防本部の機構を２課２室制とする。（総務課、予防課、通信指令室、地域防災室） 

６月 置賜広域行政事務組合と「高機能通信指令センター共同設置及び運営に関する協議書」を締結 

令和４年 １月 緊急消防援助隊車両用車庫 運用開始 

４月 職員数１２３名（派遣職員含む） 

救急救命士の国家資格を取得するため、職員２名を救急振興財団救急救命東京研修所に派遣 
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組合組織及び消防組織図

組合組織 （Ｒ４．６．１）

組 合 市 町 １市３町 長井市 小国町 白鷹町 飯豊町

管 理 者 長井市長 内 谷 重 治

副 管 理 者 小国町長 仁 科 洋 一 白鷹町長 佐 藤 誠 七 飯豊町長 後 藤 幸 平

監 査 委 員 識見 髙 橋 弘 之 議選 伊 藤 弘 行

会計管理者 長井市会計管理者 青木久美子

消防組織図 （Ｒ４．４．１）
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組合議会の概要 
 

 
議員数   

議 長 副 議 長 定 員 １３人 

梅 津 善 之 小 口 尚 司  
長井市 小国町 白鷹町 飯豊町 
４人 ３人 ３人 ３人 

 
 
 

令和３年議会活動状況 
2 月 25 日 議会全員協議会（予算内示会） 
3 月 18 日 議会全員協議会 
3 月 25 日 議会運営委員会 

第１回組合議会定例会 
・寄付採納の報告(2 件) 
・条例の制定（1 件） 
・令和 3 年度一般会計予算 

5 月 24 日   議会全員協議会 
5 月 31 日  議会運営委員会 

 第 2 回組合議会臨時会 
・議長の選挙 
・令和 3 年度一般会計補正予算第 1 号 
・議会運営委員会委員の選任 

10 月 12 日 議会運営委員会協議会 
議会全員協議会 

10 月 19 日 議会運営委員会 
第 3 回組合議会定例会 
・議会運営委員会委員の選任 
・令和 2 年度一般会計歳入歳出決算認定  
・監査委員の選任 

12 月 17 日 議会全員協議会 
12 月 23 日 議会運営委員会 

第 4 回組合議会臨時会 
・専決処分の承認  

(条例の制定 1 件・令和 3 年度一般会計補正予算第 2 号) 
・令和 3 年度一般会計補正予算第 3 号 

 
 
 
 
 
 
 
 

―１３― 
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氏　　名 就任年月 氏　　名 就任年月

初代 羽 田　貞 三 昭和４７年　４月 初代 今　　周一郎 昭和４７年　４月

２代 齋藤　伊太郎 ４９年１２月 ２代 今　　功　夫 ６３年　８月

３代 平　　恒　夫 平成　２年１２月 ３代 小 野　精 一 平成１２年　８月

４代 目 黒　栄 樹 １０年１２月 ４代 盛 田　信 明 ２４年　８月

５代 内 谷　重 治 １８年１２月 ５代 仁 科　洋 一 ２８年　８月

氏　　名 就任年月 氏　　名 就任年月

初代 菊 地　秀 夫 昭和４７年　４月 初代 樋 口　倹 三 昭和４７年　４月

２代 紺 野　貞 郎 ５５年　９月 ２代 渡 部　孝 吉 ５９年１１月

３代 橋 本　光 記 平成１２年１０月 ３代 齋藤　正三郎 平成１２年１１月

４代 佐 藤　誠 七 ２０年１０月 ４代 後 藤　幸 平 ２０年１１月

副管理者（白鷹町長） 副管理者（飯豊町長）

―１４―

※西置賜広域消防事務組合発足後から

歴代管理者及び副管理者

副管理者（小国町長）管理者（長井市長）
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氏　　名 就任年月 離任年月 備　考

初代 羽 田　貞 三 昭和４７年　４月 昭和４９年１２月
西置賜広域消防事務組合発足
(長井市長が消防長を兼務)

菅　　一　男 ４９年１２月 ５０年　３月 消防次長が職務代理

２代 菅　　一　男 ５０年　３月 ５２年　３月

３代 深 瀬　吉 郎 ５２年　４月 ５４年　３月

４代 勝 見　芳 美 ５４年　４月 ５７年　３月

５代 金 子　彦 一 ５７年　４月 ６０年　３月

６代 大 竹　榮 一 ６０年　４月 ６２年　６月

初代 片 倉　忠　英 ６２年　７月 平成　元年　３月 西置賜行政組合発足

２代 平 井　孝 一 平成　元年　４月 ２年　３月

３代 松　林　　廣 ２年　４月 ３年　３月

４代 蒲　生　　茂 ３年　４月 ８年　３月

５代 角 屋　勝 輔 ８年　４月 １０年　３月

６代 渋 谷　紀 一 １０年　４月 １１年　３月

７代 板 垣　健 一 １１年　４月 １５年　３月

８代 竹 田　康 男 １５年　４月 １６年　３月

９代 鈴 木　国 男 １６年　４月 １７年　３月

１０代 金 田　壽 一 １７年　４月 １９年　３月

１１代 小 泉　良 一 １９年　４月 ２２年　３月

１２代 平　　進　介 ２２年　４月 ２７年　１月

宮 澤　孝 雄 ２７年　２月 ２７年　３月 消防署長が職務代理

１３代 松　本　　弘 ２７年　４月 ３０年　３月

１４代 髙 石　潤 一 ３０年　４月

歴代消防長及び消防署長

消防長

―１５―
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氏　名 就任年月 離任年月 備　考

初代 菅　　一　男 昭和４７年　４月 昭和５１年　３月 西置賜広域消防事務組合発足

２代 深 瀬　吉 郎 ５１年　４月 ５３年　３月

３代 遠 藤　正 次 ５３年　４月 ５５年　３月

４代 田 中　正 作 ５５年　４月 ５７年　３月

５代 梅 津　雄 三 ５７年　４月 ５９年　３月

６代 片 倉　忠 英 ５９年　４月 ６２年　６月

初代 平 井　孝 一 ６２年　７月 平成　元年　３月 西置賜行政組合発足

２代 松　林　　廣 平成　元年　４月 ２年　３月

３代 竹 田　康 男 ２年　４月 ６年　３月

４代 土屋　日郎夫 ６年　４月 ７年　３月

５代 木 村　勝 男 ７年　４月 １０年　３月

６代 竹 田　康 男 １０年　４月 １１年　３月

７代 横　山　　𣳾𣳾 １１年　４月 １２年　３月

８代 竹 田　康 男 １２年　４月 １６年　３月

９代 金 田　壽 一 １６年　４月 １７年　３月

１０代 井　形　　直 １７年　４月 １８年　３月

１１代 渡 部　政 貴 １８年　４月 １９年　３月

１２代 髙 橋　宇 吉 １９年　４月 ２０年　３月

１３代 手　塚　　積 ２０年　４月 ２２年　３月

１４代 今　井　　孝 ２２年　４月 ２３年　３月

１５代 木 村　豊 吉 ２３年　４月 ２５年　３月

１６代 向 田　洋 助 ２５年　４月 ２６年　３月

１７代 宮 澤　孝 雄 ２６年　４月 ２９年　３月

１８代 飯 澤　源 一 ２９年　４月 ３０年　３月

１９代 渋 谷　正 通 ３０年　４月 令和　２年　３月

２０代 五十嵐　和彦 令和　２年　４月 令和　４年　３月

２１代 荒 木　正 行 令和　４年　４月

消防署長

―１６―
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消防本部・消防署の事務分掌 
 

総務課 
○庶務係 

（１）公印に関すること。 
（２）文書に関すること。 
（３）消防職員の人事に関すること。 
（４）消防職員の教養研修に関すること。 
（５）消防職員の褒賞及び表彰に関すること。 
（６）渉外に関すること。 
（７）課内の庶務に関すること。 
（８）他の主管に属さない事項に関すること。 

○管理係 
（１）消防事務の企画及び総合調整に関すること。 
（２）消防組織及び制度に関すること。 
（３）消防施設の管理運営に関すること。 

○経理係 
（１）消防本部の予算及び会計に関すること。 
（２）物品の出納管理に関すること。 

○警防係 
（１）災害現場本部の運営に関すること。 
（２）災害現場指揮の支援に関すること。 
（３）消防防災機器等の統括管理に関すること。 
（４）救急救助統計及び統括管理に関すること。 
（５）訓練指導計画及び大規模演習等の統括に関すること。 
（６）開発行為に関すること。 
（７）防災計画及び消防計画に関すること。 
（８）消防相互応援協定に関すること。 

 
予防課 
○予防係 
（１）火災の原因及び損害の調査に関すること。 
（２）火災等の統計及び報告に関すること。 
（３）防火思想の普及啓蒙及び広報に関すること。 
（４）防火委員会及び防災組織の育成指導に関すること。 
（５）課内の庶務に関すること。 

○査察係 
（１）防火対象物の消防計画の作成指導に関すること。 
（２）防火管理制度に関すること。 
（３）防火対象物の立ち入り検査及び違反処理に関すること。 

○危険物係 
（１）危険物の規制に関すること。 

（少量危険物の地下タンク及び移動タンクの設置指導を含む。） 
（２）少量危険物、準危険物及び特殊危険物の火災予防措置に関すること。 
（３）危険物製造所等の火災予防措置に関すること。 
（４）火薬類、液化石油ガス及び高圧ガス等の意見書に関すること。 
（５）危険物保安監督者及び危険物取り扱い者の指導に関すること。 

○設備係 
（１）建築確認等の同意に関すること。 
（２）消防用設備に関すること。 
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通信指令室 
○通信係 
（１）消防通信及び災害通信に関すること。 
（２）災害発生通報の受付及び出場指令に関すること。 
（３）室内の庶務に関すること。 

 
地域防災室 
○業務係 
（１）公益財団法人日本消防協会及び一般財団法人山形県消防協会に関すること。 
（２）長井市消防団の事務に関すること。 
（３）西置賜防災センターに関すること。 
（４）室内の庶務に関すること。 

 
消防署及び分署 
○庶務 

（１）文書の収受及び発送に関すること。 
（２）経理に関すること。 
（３）物品の出納管理に関すること。 
（４）消防施設の維持管理に関すること。 
（５）他の係の分掌に属さない事務に関すること。 

○予防 
（１）火災予防に関すること。 
（２）建築同意に関すること。 
（３）防火対象物の立ち入り検査及び違反処理に関すること。 
（４）火災原因調査及び損害調査の軽微なものに関すること。 
（５）火災予防広報に関すること。 
（６）防火指導に関すること。 
（７）予防統計に関すること。 
（８）火災予防条例の届け出及び指導に関すること。 
（９）指定数量未満の危険物に関すること。 

○警防 
（１）水火災又は地震等の災害の警戒防禦に関すること。 
（２）地水利の調査及び確保に関すること。 
（３）訓練の指導に関すること。 
（４）消防団の訓練指導に関すること。 
（５）気象に関すること。 
（６）消防用通信施設及び無線電話等の維持管理に関すること。 
（７）災害通信の運用及び通信統制等に関すること。 
（８）災害情報の支援、収集及び提供に関すること。 
（９）その他警防通信業務に関すること。 

○救急 
（１）救急に関すること。 
（２）救急統計に関すること。 
（３）救急応急処置知識技術の普及に関すること。 

○救助 
（１）救助に関すること。 
（２）救助統計に関すること。 
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令和４年度組合予算 
 

歳入  （単位：千円） 

款 本年度予算額 前年度予算額 比 較 本年度構成比（％） 伸 率（％） 

１ 分担金及び負担金 1,559,842 1,589,351 △29,509 96.3 △1.9 

２ 使用料及び手数料 1,000 1,000 0 0.1 0.0 

３ 財 産 収 入 21 1 20 0.0 2000.0 

４ 繰 入 金 1,350 0 1,350 0.1 皆増 

５ 繰 越 金 9,200 9,200 0 0.6 0.0 

６ 諸 収 入 7,913 9,586 △1,673 0.5 △17.5 

７ 組 合 債 39,900 24,400 15,500 2.4 63.5 

歳 入 合 計 1,619,226 1,633,538 △14,312 100.0 △0.9 

 

歳出 （単位：千円） 

款 

 
本年度 
予算額 

 

前年度 
予算額 

比較 

本年度予算額の財源内訳 
本年度 
構成比 
（％） 

伸率 
（％） 

特 定 財 源  
一般財源 

国県支出金 地方債 その他 

１ 議会費 847 842 5    847 0.1 0.6 

２ 総務費 50,452 48,153 2,299    50,452 3.1 4.8 

３ 民生費 313,362 343,233 △29,871   155,171 158,191 19.3 △8.7 

４ 消防費 1,045,544 1,038,780 6,764  39,900 8,248 997,396 64.6 0.7 

５ 公債費 208,021 201,530 6,491   101,324 106,697 12.8 3.2 

６ 予備費 1,000 1,000 0    1,000 0.1 0.0 

歳出合計 1,619,226 1,633,538 △14,312  39,900 264,743 1,314,583 100.0 △0.9 

 
 

―１９― 
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24

消防庁舎の現況

名 称 建築年月日 構 造
敷地面積
（㎡）

建築面積
（㎡）

延面積
（㎡）

西 置 賜

防災センター

消防本部

消 防 署

防災センター 階

鉄筋コンクリート造

一 部 鉄 骨 造

庁舎敷地

避 難 地

合 計

防災センター 階

小計

消防庁舎 階

消防庁舎 階

小計

庁舎合計

備蓄倉庫１ 鉄筋コンクリート造 階建

備蓄倉庫２ 鉄 骨 造 平 屋 建

訓 練 塔 鉄筋コンクリート造 階建

緊急消防援助隊

車両用車庫
鉄 骨 造 平 屋 建

消 防 署

白鷹分署

庁舎 階

木 造庁舎 階

庁舎合計

備蓄倉庫 階

鉄 骨 造備蓄倉庫 階

備蓄倉庫合計

消 防 署

飯豊分署

庁舎 階

鉄 骨 造庁舎 階

庁舎合計

備蓄倉庫 階

鉄 骨 造備蓄倉庫 階

備蓄倉庫合計

消 防 署

小国分署

庁舎 階

※

鉄 骨 造庁舎 階

庁舎合計

倉 庫 １ 木 造

倉 庫 ２ 鉄 骨 造

倉 庫 ３ 鉄 骨 造

発電機棟 ブ ロ ッ ク 造

合 計

※小国分署は、現庁舎に移転した年月日 ―２０―
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職員の配置状況

合

計

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

計

消　防　長

総　務　課

予　防　課

通信指令室

地域防災室

計

消 防 署

第　１　課

第　２　課

白 鷹 分 署

飯 豊 分 署

小 国 分 署

※防災航空隊派遣職員1名、長井市派遣職員１名は含まず。

―２１―

（Ｒ４．４．１）

合　　　　計

消

防

署

消防吏員

定　　　　員

消
防
本
部

事
務
職
員
（
係
長
）

【
長
井
市
か
ら
の
派
遣
職
員
】
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職員の年齢構成

合計 消防監 消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士 事務職員

合計

※防災航空隊派遣職員1名、長井市派遣職員１名は含まず。

（Ｒ４．４．１）

　平均年齢　　34.4歳

―２２―
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職員採用・退職状況

新　採 転　入 退　職 転　出

Ｓ４７． ３．３１

４７． ４．　１

４８． ４．　１

４９． ４．　１

５０． ４．　１

５１． ４．　１

５２． ４．　１

５３． ４．　１

５４． ４．　１

５５． ４．　１

５６． ４．　１

５７． ４．　１

５８． ４．　１

５９． ４．　１

６０． ４．　１

６１． ４．　１

６２． ４．　１

６２． ７．　１

６３． ４．　１

Ｈ　１． ４．　１

２． ４．　１

３． ４．　１

４． ４．　１

５． ４．　１

６． ４．　１

７． ４．　１

８． ４．　１

９． ４．　１

１０． ４．　１

１１． ４．　１

１２． ４．　１

１３． ４．　１

１４． ４．　１

１５． ４．　１

１６． ４．　１

１７． ４．　１

１８． ４．　１

１９． ４．　１

２０． ４．　１

２１． ４．　１

２２． ４．　１

２３． ４．　１

２４． ４．　１

２５． ４．　１

２６． ４．　１

２７． ４．　１

２８． ４．　１

２９． ４．　１

３０． ４．　１

３１． ４．　１

Ｒ　２． ４．　１

　　３． ４．　１

　　４． ４．　１

―２３―

計 職員数
採　　用

計
退　　職

※転出には管理者部局、その他派遣職員を含む。
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月 日 行 事 月 日 行 事

西置賜行政組合辞令交付式 長井市消防防災関係者懇談会

春季火災予防運動 ～22日 年末特別警戒 ～31日

消防職員委員会 年始特別警戒 ～3日

春季消防演習（白鷹町） 西置賜行政組合消防職員意見発表会

東京オリンピック聖火リレー 出初式（長井市・飯豊町・小国町）

春季消防演習（小国町） 西置賜行政組合職員採用試験（追加）

山形県消防救助技術指導会 山形県消防職員意見発表会（映像審査）

救急医療週間 ～11日 ハラスメント防止研修会（2課・2部）

西置賜行政組合職員採用試験 ハラスメント防止研修会（1課・1部）

総合防災訓練（長井市） 西置賜行政組合退職者辞令交付式

全国消防長会東北支部消防長研修会（秋田県）

秋季火災予防運動 ～15日

令和３年度主要事業

―２４―

〇全国消防長会総会
〇全国消防長会東北支部総会
〇全国消防長会東北支部消防署長研修会
〇山形県消防長会春季総会
〇山形県消防長会秋季総会
〇山形県消防長会春季消防署長会議
〇山形県消防長会秋季消防署長会議
〇山形県消防殉職者慰霊祭（山形市）
〇山形県消防協会消防団長・消防長会議
〇置賜三市五町消防団長・消防長会議
〇消防協会西置賜支部事務局員会議
〇消防協会西置賜支部理事会・評議員会
〇春季消防演習（長井市・飯豊町）
〇消防協会西置賜支部操法大会実行委員会
〇山形県消防協会西置賜支部消防操法大会
〇消防操法大会
（長井市・白鷹町・飯豊町・小国町）

〇全国消防救助技術大会
〇東北地区支部消防救助技術指導会
〇山形県・山形市合同防災訓練
〇総合防災訓練
（白鷹町・飯豊町・小国町）
〇全国メディカルコントロール協議会連絡会
〇置賜地区消防救助研修会
〇住宅用火災警報器設置対策連絡会
〇違反是正推進連絡会
〇山形県消防長会消防法令違反是正事例研究会
〇山形県危険物安全協会連合会総会
〇西置賜危険物安全協会役員会及び総会
〇飯豊連峰を囲む三県山岳遭難対策合同会議
〇山形県山岳遭難救助訓練
〇消防むつみ会総会

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、以下の行事が中止または書面会議となって
います。
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用途別・市町別防火対象物数

（Ｒ４．３．３１）

イ 劇 場 ・ 映 画 館

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場

イ キャバレー・ナイトクラブ

ロ 遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル

ハ 性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 等

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

イ 待 合 ・ 料 理 店

ロ 飲 食 店

４項

イ 旅 館 ・ ホ テ ル

ロ 寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅

イ 病 院 ・ 診 療 所

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等

ハ 老人デイサービスセンター等

ニ 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

７項

８項

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

ロ 公 衆 浴 場

１０項

１１項

１２項 イ 工 場 ・ 作 業 場

１３項 イ 車 庫 ・ 駐 車 場

１４項

１５項

イ 複合用途対象物（特定）

ロ 複合用途対象物（その他）

１７項

長井 白鷹

停 車 場

社 寺 ・ 教 会

―２５―

飯豊 小国

１項

２項

用　　　　　　　　　途 総 数

３項

５項

６項

９項

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト

学 校

図 書 館 ・ 美 術 館

倉 庫

上 記 以 外 の 事 業 場

文 化 財

１６項

合　　　　　　　　　　　　　　　　計

※　防火対象物数値については、事業所数とする。

─ 25 ─



（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

イ 劇 場 ・ 映 画 館

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場

イ キャバレー・ナイトクラブ

ロ 遊技場・ダンスホール

ハ 性風俗関連特殊営業等

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

イ 待 合 ・ 料 理 店

ロ 飲 食 店

４項

イ 旅 館 ・ ホ テ ル

ロ 寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅

イ 病 院 ・ 診 療 所

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等

ハ 老人デイサービスセンター等

ニ 幼稚園・特別支援学校

７項

８項

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

ロ 公 衆 浴 場

１０項

１１項

１２項 イ 工 場 ・ 作 業 場

１３項 イ 車 庫 ・ 駐 車 場

１４項

１５項

イ

ロ 複合用途対象物（その他）

１７項

―２６―

合　　　　　　　　　　　　　計

※　防火対象物数値については、事業所数とする。

１６項

９項

６項

５項

３項

２項

避

難

設

備

そ

の

他

火

気

１項

用途別防火管理者選任状況及び立入検査実施状況

防
火
管
理
者
を
必

要
と
す
る
施
設
数

現
在
選
任
さ
れ

て
い
る
施
設
数

対
象
物
数

立
入
検
査
回
数

改 善 指 示 回 数
消
火
器
具

設

備

警

報

設

備

上 記 以 外 の 事 業 場

文 化 財

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト

学 校

図 書 館 ・ 美 術 館

停 車 場

社 寺 ・ 教 会

倉 庫

用 途

区 分

用 途

用 途

複合用途対象物（特定）
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消防用設備等着工届及び設置届出状況

着工届

長 井 市 白 鷹 町 飯 豊 町 小 国 町 計

設置届

長 井 市 白 鷹 町 飯 豊 町 小 国 町 計

誘 導 標 識

自 家 発 電 設 備

パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備

非 常 警 報 設 備

漏 電 火 災 報 知 設 備

火 災 通 報 装 置

粉 末 消 火 設 備

―２７―

避 難 器 具

水 噴 霧 等 消 火 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備

動 力 消 防 ポ ン プ

自 動 火 災 報 知 設 備

計

誘 導 灯

避 難 器 具

パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備

（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

消 火 器

屋 内 消 火 栓

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

計

屋 内 消 火 栓

火 災 通 報 装 置

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

粉 末 消 火 設 備

水 噴 霧 等 消 火 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

設置区分
市町別

設置区分
市町別
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火災予防条例等に基づく諸届出状況

計

裸

火

等

使

用

承

認

申

請

防

火

対

象

物

使

用

開

始

届

炉

･

厨

房

設

備

･

ボ

イ

ラ
ー

等

設

置

届

乾

燥

設

備

・

サ

ウ

ナ

設

備

設

置

届

火
花
を
発
生
す
る

設
備

・

放

電

加

工
機

設

置

届

ヒ

ー

ト

ポ

ン

プ

冷

暖

房

機

設

置

届

変

電

設

備

設

置

届

発

電

設

備

設

置

届

蓄

電

池

設

備

設

置

届

ネ

オ

ン

管

灯

設

備

設

置

届

水

素

ガ

ス

充

填

気

球

設

置

届

火

災

と

紛

ら

わ

し

い

行

為

の

届

煙

火

打

上

げ

･

仕

掛

け

届

催

物

開

催

届

露

店

等

の

開

設

届

出

書

少

量

危

険

物

貯

蔵

･

取

扱

届

指

定

可

燃

物

貯

蔵

･

取

扱

届

液

化

石

油

ガ

ス

貯

蔵

･

取

扱

届

水

道

断

･

減

水

届

道

路

工

事

届

―２８―

3月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

計

4月

5月

6月

区分

月別
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広報・公聴活動実施状況

区　　分 回数・人員 合　計 消防本部 消防署 白鷹分署 飯豊分署 小国分署

実施回数

対象人員

実施回数

対象人員

実施回数

対象人員

実施回数

対象人員

実施回数

対象人員

実施回数

対象人員

実施回数

対象人員

実施回数

対象人員

実施回数

対象人員

そ の 他

映 写 会

―２９―

合　　計

講 演 会

救急教室

（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

防火防災
訓　　練

防火防災
教　　室

特別広報

消防見学
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新

築

増

改

築

移

転

変

更

修

繕

模

様

替

新

築

増

改

築

移

転

変

更

修

繕

模

様

替

新

築

増

改

築

移

転

変

更

修

繕

模

様

替

新

築

増

改

築

移

転

変

更

修

繕

模

様

替

合 計

新 築

増 改 築

移 転

変 更

修 繕

模 様 替

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

月

月

月

１ 月

２ 月

３ 月

月別・市町別建築同意状況

―３０―

（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

合計

長 井 市 白 鷹 町 飯 豊 町 小 国 町市
町
別

区
分
・
月
別
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（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

合 計 新 築 増改築 移 転 変 更 模様替

(件） (件） (件） (件） (件） (件）

イ 劇 場 ・ 映 画 館

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場

イ キャバレー・ナイトクラブ

ロ 遊技場・ダンスホール

ハ 性風俗関連特殊営業等

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

イ 待 合 ・ 料 理 店

ロ 飲 食 店

４項

イ 旅 館 ・ ホ テ ル

ロ 寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅

イ 病 院 ・ 診 療 所

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等

ハ 老人デイサービスセンター等

ニ 幼稚園・特別支援学校

７項

８項

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

ロ 公 衆 浴 場

１０項

１１項

１２項 イ 工 場 ・ 作 業 場

１３項 イ 車 庫 ・ 駐 車 場

１４項

１５項

イ 複合用途対象物（特定）

ロ 複合用途対象物（その他）

１７項 文 化 財

図 書 館 ・ 美 術 館

６項

９項

１６項

危 険 物 施 設

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト

学 校

停 車 場

社 寺 ・ 教 会

倉 庫

上 記 以 外 の 事 業 場

用途別建築同意状況

―３１―

区分

用途

合 計

１項

２項

３項

５項

そ の 他
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年度 新　築 増改築 移　転 用途変 模様替 修　繕 合　計

平成２９年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

建築同意の推移（過去５年間）

―３２―

78 76 75 
70 68 

6 
4 7 

6 
3 

2

 
 

77 
1

 

1100 

99 

55 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

修 繕
模様替
用途変
移 転
増改築
新 築

2
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危険物製造所等の施設状況

（Ｒ４．３．３１）

施設箇所 ３７９

―３３―

屋外タンク貯蔵所 ３２ 

屋内タンク貯蔵所  １ 

製造所 ３ 

屋内貯蔵所 ３５ 

屋外貯蔵所 ２ 

移動タンク貯蔵所 ７6 

 

地下タンク貯蔵所 １１２ 
一般取扱所 ３４ 

詰替一般取扱所 ３８ 

給油取扱所営業用 26 自家用 20 
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危険物製造所等施設状況（市町別及び類別・数量別）

市町別

営
　
業

自
　
家

一
　
般

詰
　
替

類別・数量別

営
　
業

自
　
家

一
　
般

詰
　
替

第 １ 類

第 ２ 類

第 ３ 類

第 ４ 類

第 ５ 類

第 ６ 類

混 在

５　倍　以　下

5倍を超え10倍以下

10倍を超え50倍以下

50倍を超え100倍以下

100倍を超え150倍以下

150倍を超え200倍以下

200倍を超え1000倍以下

1000倍を超え5000倍以下

取　扱　所

給　油

取　扱　所

合
　
　
計

一　般
合
　
　
　
計

製
　
造
　
所

貯　　蔵　　所

地
下
タ
ン
ク

移
動
タ
ン
ク

一　般給　油屋
内
タ
ン
ク

屋
　
　
内

屋
外
タ
ン
ク

―３４―

貯　　蔵　　所

屋
　
　
外

屋
　
　
内

屋
外
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

移
動
タ
ン
ク

屋
　
　
外

白　鷹　町

屋
内
タ
ン
ク

（Ｒ４．３．３１）

（Ｒ４．３．３１）

合　　　計

類
　
　
　
別

数
　
　
量
　
　
別

合　　計

長　井　市

飯　豊　町

小　国　町

製
　
造
　
所

施設別

市町別

施設別

市町
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市町別危険物関係処理状況

設置 変更 水圧 水張 設置 変更

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
長井市
白鷹町
飯豊町
小国町

―３５―

仮使用
承　認
申　請

廃止届
仮貯蔵
仮取扱

合　　　　計

許可申請 タンク検査申請 完成検査申請

移
動
タ
ン
ク

屋
　
外

計

長　井　市

白　鷹　町

飯　豊　町

小　国　町

屋
内
タ
ン
ク

(Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

取
扱
所

給
　
油

一
　
般

製
造
所

貯
蔵
所

屋
内

屋
外
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

簡
易
タ
ン
ク

施設別
項 目
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市 町 名 ク ラ ブ 数 人　員

（ 520

（ 740

（ 211

（ 364

（ 139

（ 199

（ 101

（ 182

合　計 37 2456

市 町 名 ク ラ ブ 数 人　員

（ 426 名）

（ 2 名） （S24.4.1）

（ 6 名） （S57.10.1)

（ 8 名） （S59.8.1）

（ 8 名） （S61.4.2）

（ 16 名） （H6.8.20）

白　鷹　町 4 209 （ 209 名）

（ 114 名）

（ 4 名） （S56.4.1）

小　国　町 2 107 （ 107 名）

合　計 22 900

市 町 名 ク ラ ブ 数 人　員

長 井 市 1 5 （ 5

白 鷹 町 1 23 （ 23

飯 豊 町

小 国 町

合　計 2 28

市町別消防クラブ現況（幼年・少年・婦人）

幼年消防クラブ （Ｒ４.　４.　1）

長　井　市 17 1260
幼稚園・保育園　　 

備考

白　鷹　町 8

萩野婦人消防

上郷少年防火クラブ　　　  

粡舘少年少女火の用心隊

川窪子供会火の用心隊　

東山少年少女消防クラブ

小学生（５～６年生）

小学生（５～６年生）　　　　

575

飯　豊　町 7 338

少年消防クラブ

長　井　市 11 466

小　国　町 5 283

備考

―３６―

婦人消防クラブ

上郷婦人防火クラブ

備考

飯　豊　町 5 118
小学生（５～６年生）

（Ｒ４.　４.　1）

名）

名）

小学生（５～６年生）　　　　

羽黒子供会育成会　　

谷地少年防火クラブ　　

小学校（１～４年生）

幼稚園・保育園　　

名）

名）

名）

小学校（１～４年生）

幼稚園・保育園　 　

小学校（１～４年生）

幼稚園・保育園　 　

名）

小学校（１～４年生）

名）

名）

名）

名）

（Ｒ４.　４.　1）
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応援協定及び業務協定等

広域応援体制は、災害発生時において自らの消防力をもってしても災害への対処が困難な

場合等、下記の応援協定等に基づき他の消防機関等へ応援を要請するものとする。

また、応援要請がなされた場合には、直ちに部隊を編成して出動するものとする。

共同運用等
（１） 高機能通信指令センター共同設置及び運営に関する協議書（令和 年 月）

消防相互応援協定等
（１） 山形県広域消防相互応援協定（昭和 年 月）

（２） 川西町大字下小松地内 号線沿い地域の消防相互応援に関する覚書

（昭和 年 月）

（３） 白鷹トンネル消防相互応援に関する覚書（平成 年 月）

（４） 山形県消防広域応援隊に関する覚書（平成 年 月）

（５） 山形県消防広域応援計画（平成 年 月）

（６） 山形県消防防災ヘリコプター応援協定（平成 年 月）

（７） 村上市との消防相互応援協定（平成 年 月）

（８） 喜多方地方広域市町村圏組合との消防相互応援協定（平成 年 月）

（９） 喜多方地方広域市町村圏組合との消防相互応援協定書運用要綱（平成 年 月）

一般企業等との業務協定
（１） クレーン車調達に関する覚書《長井市：菊地造園》（昭和 年 月）

（２） クレーン車調達に関する覚書《白鷹町：宏陽通信》（平成元年 月）

（３） クレーン車等の調達に関する覚書《白鷹町：鈴木工務店》（平成 年 月）

（４） 鉄道災害における消防機関と鉄道事業者の連携に関する覚書《鉄道事業者》

（平成 年 月）

（５） 大規模災害時における建築物等の解体撤去等に関する協定《解体工事業協会》

（平成 年 月）

（６） 水難救助用資機材支援協定《長井市：イズミヤマリーン》（平成 年 月）

（７） 災害時における緊急放送に関する協定《長井市：日本・アルカディアネットワーク》

（平成 年 月）

（８） 災害時における消防用水の供給支援に関する協定書《山形県南生コンクリート協同組合》

（平成 年 月）

緊急消防援助隊
（１） 山形県緊急消防援助隊受援計画（平成 年 月）

（２） 緊急消防援助隊山形県隊応援等実施計画（平成 年 月）

（３） 東京電力㈱福島第一原子力発電所事故に係る警戒区域等における大規模火災に

対する緊急消防援助隊派遣計画（平成 年 月）

（４） 東京電力㈱福島第一原子力発電所事故に係る警戒区域等における大規模火災に

対する緊急消防援助隊細部要綱（平成 年 月）

その他
（１） 西置賜行政組合消防受援計画（平成 年 月）

（２） 西置賜行政組合消防本部広域消防応援等実施計画（平成 年 月改定）

（３） エボラ出血熱の患者の移送に係る協定（平成 年 月）

（４） 新型コロナウイルス感染症の患者の移送に係る協定（令和 年 月）

―３７―
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消防本部・消防署消防車両配置状況

（Ｒ４．４．１）

所

属
車 両 型 式

登録

年月

経過

年数
登録番号 定員 車名 備考

消

防

本

部

防 災 車 山形 ま トヨ タ

査察広報１号車 山形 さ ニッサン

査察広報２号車 山形 す トヨ タ 火災調査車

査察広報３号車

兼 人 員 輸 送 車
山形 す トヨ タ

防 火 広 報 車 山形 さ ニッサン

指 揮 広 報 車 山形 さ 三 菱

燃 料 補 給 車 山形 さ 三 菱
総務省無償貸与

緊援隊登録車両

資機材搬送１号車 山形 さ 三 菱
総務省無償貸与

緊援隊登録車両

消

防

署

指 揮 車 山形 せ トヨ タ

長井タンク１号車 Ⅱ 型 山形 は 日 野
災害対応特殊水槽付

消防ポンプ自動車

緊援隊登録車両

化 学 消 防 車 Ⅱ 型 山形 は 日 野
災害対応特殊化学

消防ポンプ自動車

緊援隊登録車両

救 助 工 作 車 Ⅱ 型 山形 ち 日 野

長井タンク２号車 Ⅰ－Ａ型 山形 や 日 野 ポンプ予備車

長井救急１号車 高 規 格 山形 す トヨ タ
災害対応特殊

救急自動車

緊援隊登録車両

長井救急２号車 高 規 格 山形 さ トヨ タ
災害対応特殊

救急自動車

長井救急３号車 高 規 格 山形 さ トヨ タ
災害対応特殊

救急自動車

救急予備車

資機材搬送２号車 山形 せ トヨ タ 救命ボート搬送車

白

鷹

分

署

白 鷹 タ ン ク 車 Ⅰ－ 型 山形 そ 日 野
災害対応特殊水槽付

消防ポンプ自動車

白 鷹 救 急 車 高 規 格 山形 さ ト ヨ タ
災害対応特殊

救急自動車

白鷹査察広報車 山形 あ ダイハツ

飯

豊

分

署

飯 豊 タ ン ク 車 Ⅰ－ 型 山形 す 日 野
災害対応特殊水槽付

消防ポンプ自動車

飯 豊 救 急 車 高 規 格 山形 す トヨ タ
災害対応特殊

救急自動車

緊援隊登録車両

飯豊査察広報車 山形 い ダイハツ

小

国

分

署

小 国 タ ン ク 車 Ⅰ－ 型 山形 そ 日 野
災害対応特殊水槽付

消防ポンプ自動車

小 国 救 急 車 高 規 格 山形 さ トヨ タ
災害対応特殊

救急自動車

小国資機材搬送車
兼 査 察 広 報 車

山形 さ ニッサン
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消防通信施設等の現有

消防緊急通信指令システム
項 装 置 名 数 量 摘 要

指
令
装
置

指 令 台 ２台 ３画面搭載・分離設置型

長 時 間 録 音 装 置 １式 ミキシング装置

非 常 用 指 令 設 備 ２台 自立型 有紐式

指 令 制 御 装 置 １式

署 所 端 末 装 置 ４式

順 次 指 令 装 置 １式 音声合成連動・Ｅメール指令装置

制 御 処 理 装 置 １式
自動出動ディスプレイ装置

自動出動サーバ（二重化）

デ ィ ス プ レ イ ２台 自動出動ディスプレイ

統 合 型 位 置 情 報 通 知 装 置 １式 位置情報通知システム

地
図
検
索
装
置

地 図 等 検 索 装 置 ２台

地 図 用 デ ィ ス プ レ イ ２台 ２３インチ液晶モニタ

支 援 情 報 用 デ ィ ス プ レ イ ２台 ２３インチ液晶モニタ

表
示
盤

車 両 運 用 表 示 盤 １面 ４６型４面マルチ

支 援 情 報 表 示 盤 １面 多目的情報表示盤 ６０型液晶

多 目 的 情 報 表 示 盤 １式 ４６型４面マルチ

署 所 表 示 装 置 ５式 ４２型液晶（各署、本部）

指
令
伝
送

指 令 情 報 送 信 装 置 １式

指 令 情 報 出 力 装 置 ４式 地図機能付き

指
令
設
備
付
属
装
置

災 害 状 況 等 自 動 案 内 装 置 １式 音声合成連動

音 声 合 成 装 置 １式 規則・蓄積併用方式

シ ス テ ム 監 視 装 置 １式 システム監視・各種データ保守機能

緊 急 通 報 Ｆ Ａ Ｘ 装 置 １式

メ ー ル １ １ ９ 受 信 装 置
１式

１ １ ９ 受 信 装 置

駆 付 け 通 報 装 置 ３式

無 停 電 電 源 装 置
１式 ５ＫＶＡ×２（指令センター用）

４式 １ＫＶＡ（署所用）

直 流 電 源 装 置 ３式 ４８Ｖ系

拡 張 台 ２台

気象観測システム
装 置 名 数 量 摘 要

気 象 情 報 収 集 装 置 １式

観 測 測 定 器 １式
風速（最大・平均）風向 雨量 気圧

湿度（実効・相対） 気温の各測定器

落雷防止装置現有
避 雷 装 置 指令センター用・署所用
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専用電話

消 防 専 用 電 話 １２回線
番回線（固定電話）（ ）

番共用回線（ ） 共用回線（ ）

携 帯 １ １ ９ 回 線 ８回線

警 察 専 用 電 話 １回線

庁内一般電話等現有
装 置 名 数 量 摘 要

庁 内 デ ジ タ ル 交 換 機 １式

多 重 機 能 電 話 機 ５台

一 般 電 話 １０回線

事 務 用 フ ァ ク シ ミ リ ５回線

携 帯 電 話 １８回線
長井救急 ， 白鷹救急 飯豊救急 小国救急 総務課

予防課 通信指令室 指揮１ 長井タンク 化学車 救助工作車

白鷹タンク 飯豊タンク 小国タンク

衛 星 電 話 ３回線 長井救急 小国救急 消防本部

無線設備現有
基 地 局 ４局 本部 １ 沖庭 １ 宇津峠 １ 中津川 １

固 定 局 （ 多 重 ） ２局 小国 １ 沖庭 １

陸 上 移 動 局 （ 車 載 型 ） ２５局 本部 ７ 本署 ９ 白鷹 飯豊 小国 ３

陸 上 移 動 局 （ 卓 上 型 ） ３局 白鷹 １ 飯豊 １ 小国 １

陸 上 移 動 局 （ 携 帯 ） ２７局 本部 ７ 本署 ８ 白鷹 ４ 飯豊 ４ 小国 ４

周 波 数 活 動 波 ２波

主 運 用 波 １波

統 制 波 ３波

署 活 系 無 線 機 ３５局 本部 ３ 本署 １４ 白鷹 ６ 飯豊 ６ 小国 ６

防 災 相 互 波 ５局 本部 ５

署所端末 装置用 無線 受令 機 ３式

共 通 波 確 認 用 受 令 機 １式

ア マ チ ュ ア 無 線 局 １局 ＪＥ７ＹＫＲ（西置賜消防アマチュア無線クラブ）

無 線 統 制 台 １式

登 録 型 簡 易 デ ジ タ ル 無 線 ４局 消防団等情報提供用

その他の設備現有
複 合 防 災 盤 Ａ １式 自動火災報知設備

全国瞬時警報システム Ｊ－ＡＬＥＲＴ １式 ＰＣ１台 表示灯２台（指令室・本部庁舎１階）

庁 外 監 視 カ メ ラ ２台 モニター画面１台 切替え装置付

庁 内 外 放 送 設 備 １式

非 常 用 サ イ レ ン ２基 １基は遠隔操作

電 気 錠 操 作 盤 １台 庁舎出入口３箇所管理

出 動 車 両 運 用 管 理 装 置
１式 車両状況管理装置

１５式 車両運用端末装置（Ⅲ型）

消 防 Ｏ Ａ シ ス テ ム

１式 消防情報支援サーバ

６式
消防ＯＡ端末装置

（ディスクトップ型、 インチ液晶）

４式 プリンタ
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〔災害通報〕 
・119 番回線 ・IP119 番回線 ・携帯 119 回線 

・ヘルプネット ・メール 119 ・加入電話 

・Net119 

長井警察署  

 

直通電話 

アマチュア無線 
（JE7YKR） 

消防通信系統図

指令端末装置 順次指令装置 
（電話・メール） 

 

消防救急デジタル無線 
 

活動波 1・2 

主運用波 

統制波 1・2・3 

※（中津川基地局を除く） 

 

基地局 4 局 

固定局 2 局 

陸上移動局（卓上）3 局 

陸上移動局（車載）25 局 

陸上移動局（携帯）27 局 

消 防 署 

 

白 鷹 分 署 

 

飯 豊 分 署 

 

小 国 分 署 

職 員 

消 防 団 

市 町 職 員 

警 察 

電力・NTT  

役所・役場  

記者クラブ  

そ の 他 

出動車両運用管理装置 
 

車両運用端末装置（Ⅲ型） 

15 台 

（ビーコン・デジタル無

線通信） 

デジタル簡易無線 
基地局  4 局 
移動局 10 局 

駆付け通報装置（各庁舎） 

山形県防災行政無線 災害情報等案内装置 
 

テレホンサービス（テレドーム） 

無 線 統 制 台 

※ 

※ 

高機能消防指令センター 

統合型位置情報通知装置  
指令制御装置 
地図等検索装置 
指令情報送信装置 
災害状況等自動案内装置 
音声合成装置 
長時間録音装置 
システム監視装置 
気象情報収集装置 
庁舎監視カメラ 

メール 119 受信装置 
緊急通報 FAX 装置 

J－アラート 
Eｍ－Net 
多言語通訳サービス Net119 受信装置 
 

防災相互波 
5 局 

署活系無線機 
携帯型 35 局 
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本部／消防署
白鷹分署
飯豊分署
小国分署

設置場所

※救急車は、全車複信、セレコール実装

AVM車載
無線機

携帯
無線機

デジタル
簡易無線

署活
無線

15
3
3
3

8
2
2
3

13
4
4
4

10

17
6
6
6

小国分署

本部基地局

本部指令センター

飯豊分署 白鷹分署

中津川局

ビジネスイーサ回線

沖庭局 小国局 宇津峠局

デジタル無線設備システム系統図
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消防救急デジタル無線
基地局・固定局

にしおきたましょうぼうほんぶ 消防本部内 ○
にしおきたましょうぼうほんぶ 消防本部内 ○
にしおきたましょうぼうほんぶ 消防本部内 ○ ○ ○
にしおきたましょうぼうほんぶ 消防本部内 ○
にしおきたましょうぼうおきにわ 沖庭無線中継所内 ○ ○
にしおきたましょうぼうおきにわ 沖庭無線中継所内 ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたましょうぼうなかつがわ 中津川無線中継所内 ○
にしおきたましょうぼうなかつがわ 中津川無線中継所内 ○
にしおきたましょうぼううつとうげ 宇津峠無線中継所内 ○
にしおきたましょうぼううつとうげ 宇津峠無線中継所内 ○
にしおきたましょうぼううつとうげ 宇津峠無線中継所内 ○ ○ ○
にしおきたましょうぼううつとうげ 宇津峠無線中継所内 ○
にしおきたましょうぼうおぐに 小国分署構内
にしおきたましょうぼうおぐに 小国分署構内
にしおきたましょうぼうおきにわ 沖庭無線中継所内
にしおきたましょうぼうおきにわ 沖庭無線中継所内

にしおきたまながいたんく １ 長井タンク１号車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまかがく １ 化学車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまきゅうじょ １ 救助工作車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまながいたんく ２ 長井タンク２号車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたましき １ 指揮車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまながいきゅうきゅう １ 長井救急１号車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまながいきゅうきゅう ２ 長井救急２号車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまながいきゅうきゅう ３ 長井救急３号車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまささつ １ 査察広報１号車 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまちょうさ １ 査察広報２号車 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまぼうか １ 防火広報車 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまゆそう １ 人員輸送車 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたましき ２ 指揮広報車 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまほきゅう １ 燃料補給車 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまはんそう １ 資機材搬送１号車 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまはんそう ２ 資機材搬送２号車 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたましらたかたんく １ 白鷹タンク車 消防署白鷹分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたましらたかきゅうきゅう １ 白鷹救急車 消防署白鷹分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたましらたかこうほう １ 白鷹査察広報車 消防署白鷹分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいいでたんく １ 飯豊タンク車 消防署飯豊分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいいできゅうきゅう １ 飯豊救急車 消防署飯豊分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいいでこうほう １ 飯豊査察広報車 消防署飯豊分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまおぐにたんく １ 小国タンク車 消防署小国分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまおぐにきゅうきゅう １ 小国救急車 消防署小国分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまおぐにはんそう １ 小国資機材搬送車兼査察広報車 消防署小国分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

にしおきたましょうぼうしらたか １ 白鷹分署構内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたましょうぼういいで １ 飯豊分署構内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたましょうぼうおぐに １ 小国分署構内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

にしおきたまいどう １ 現場本部 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ２ 総務課 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ３ 総務課 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ４ 予防課 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ５ 予防課 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ６ 総務課 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ７ 総務課 消防本部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう １０ 大隊長 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう １１ １小隊長 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう １９ 第１救急隊長 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう １４ 予備 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ２０ 中隊長 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ２１ ２小隊長 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ２９ 第２救急隊長 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ２４ 予備 消防署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ３０ 中隊長 消防署白鷹分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ３１ 小隊長 消防署白鷹分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ３２ 隊員 消防署白鷹分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ３９ 救急隊長 消防署白鷹分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ４０ 中隊長 消防署飯豊分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ４１ 小隊長 消防署飯豊分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ４２ 隊員 消防署飯豊分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ４９ 救急隊長 消防署飯豊分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ５０ 中隊長 消防署小国分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ５１ 小隊長 消防署小国分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ５２ 隊員 消防署小国分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
にしおきたまいどう ５９ 救急隊長 消防署小国分署 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＶＭ 製造年月

―４３―

活動波２ 主運用波 統制波１ 統制波２ 統制波３
他地域

主運用波

統制波３
他地域

主運用波
ＡＶＭ 製造年月

陸上移動局（携帯型）

運用車両等 配置先 出力 活動波１

出力 活動波１ 活動波２ 主運用波 統制波１ 統制波２

消防無線機配置状況

活動波２ 統制波２

陸上移動局（卓上型）

運用車両等 配置先

運用車両等 配置先

統制波３ ＡＶＭ

出力

主運用波出力

活動波１ 主運用波

統制波１

活動波２ ＡＶＭ
他地域

主運用波
統制波２ 統制波３

運用車両等 配置先
他地域

主運用波

陸上移動局（車載型）

製造年月

活動波１ 製造年月

統制波１
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署活系無線
陸上移動局（携帯型）

にしおきたましょかつ １ 現場本部 消防本部 ○ ○

にしおきたましょかつ ２ 総務課 消防本部 ○ ○

にしおきたましょかつ ４ 予防課 消防本部 ○ ○

にしおきたましょかつ １０ 大隊長 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ １１ １小隊長 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ １２ 隊員 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ １３ 隊員 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ １９ 第１救急隊長 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ １８ 隊員 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ １４ 予備 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ ２０ 中隊長 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ ２１ ２小隊長 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ ２２ 隊員 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ ２３ 隊員 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ ２９ 第２救急隊長 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ ２８ 隊員 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ ２４ 予備 消防署 ○ ○

にしおきたましょかつ ３０ 中隊長 消防署白鷹分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ３１ 小隊長 消防署白鷹分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ３２ 隊員 消防署白鷹分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ３３ 隊員 消防署白鷹分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ３９ 救急隊長 消防署白鷹分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ３８ 隊員 消防署白鷹分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ４０ 中隊長 消防署飯豊分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ４１ 小隊長 消防署飯豊分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ４２ 隊員 消防署飯豊分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ４３ 隊員 消防署飯豊分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ４９ 救急隊長 消防署飯豊分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ４８ 隊員 消防署飯豊分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ５０ 中隊長 消防署小国分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ５１ 小隊長 消防署小国分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ５２ 隊員 消防署小国分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ５３ 隊員 消防署小国分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ５９ 救急隊長 消防署小国分署 ○ ○

にしおきたましょかつ ５８ 隊員 消防署小国分署 ○ ○

防災相互波
陸上移動局型（携帯型）

にしおきたまぼうさい １ 消防本部

にしおきたまぼうさい ２ 消防本部

にしおきたまぼうさい ３ 消防本部

にしおきたまぼうさい ４ 消防本部

にしおきたまぼうさい ５ 消防本部

製造年月出力 署活１ 署活２

製造年月

―４４―

出力

呼出名称 運用車両等 配置先

配置先運用車両等呼出名称
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合　　計 消防本部 消防署 白鷹分署 飯豊分署 小国分署

回 数

人 数

※回数

人 数

回 数

人 数

※回数

人 数

風水害等 回 数

災 害 人 数

回 数

人 数

回 数

人 数

回 数

人 数

回 数

人 数

回 数

人 数

回 数

人 数

回 数

人 数

回 数

人 数

回 数

人 数

※管轄外で発生した救急事案については、消防署に計上している。

各種出動状況

広報指導

―４５―

警防調査

誤 報

そ の 他

原因調査

特別警戒

遭 難

予防査察

（Ｒ３．１．１～Ｒ３．１２．３１）

※火災及び救助は、各署所の管轄内で発生した回数とする。

火 災

救 急

救 助

演習訓練

区　　　分

合 計
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（単位：回）

合計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

（単位：回）

合計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

大 雨

洪 水

暴風雪

暴 風

大 雪

水 防

乾 燥

大 雨

強 風

洪 水

雷

大 雪

風 雪

なだれ

霜

融 雪

着 雪

低 温

濃 霧

―４６―

警
　
　
報

注
　
　
意
　
　
報

火災気象通報

※発令された件数を計上したもので、日数とは異なる。

そ の 他

合 計

合 計

※受信した件数を計上したもので、発生件数とは異なる。

誤 報

１１９番受信状況及び気象情報等受信状況

１１９番受信状況

気象情報等受信状況

火 災

救 急

救 助

その他の災害

いたずら

種別
月別

種別
月別
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（ａ）

3年

2年

増･減
(△) △ 2 △ 2 △ 1 △ 2 △ 1 △ 6 △ 4 △ 4 △ 9

3年

2年

増･減
(△) △ 1 △ 1 △ 3 △ 2 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 5 △ 1 △ 4 △ 7

3年

2年

増･減
(△) △ 1 △ 2 △ 1 △ 1 △ 3 △ 1 △ 1 △ 1

3年

2年

増･減
(△) 0 △ 9 △ 1

3年

2年

増･減
(△) △ 1 △ 1 △ 2 △ 2 △ 2 △ 1 △ 2 △ 2 △ 1 △ 4

3年

2年

増・減
（△）

3年

2年

増・減
（△）

3年

2年

増・減
（△）

3年

2年

増・減
（△）

3年

2年

増・減
（△）

市町別火災発生状況と前年との比較

―４７―

△ 397 △ 7

△ 229

△ 260 △ 4

△ 298

小
　
損

罹
災
人
員

死傷者 罹災世帯数

死
　
者

負
傷
者

計
全
　
損

表面積

建物

（㎡） （㎡）

半
　
損

林
野

半
　
焼

車
両
船
舶
数

火災種別 焼損棟数 焼損面積

計
そ
の
他

ぼ
　
や

部
分
焼

床面積

飯
豊
町

全
　
焼

合
　
計

長
井
市

白
鷹
町

林
　
野

計
建
　
物

車
　
両

航
空
機

小
国
町

合
計

長
井
市

白
鷹
町

損害額（千円）

飯
豊
町

小
国
町

合計
建物

△ 8,313

△ 34,902

左記以外
収容物

建物

の出火件
数

人口1万人当り

出火率

△ 19,655

△ 0.7△ 485

△ 1.2△ 11,775 △ 23,127

区分

市町別

区分

市町別

26 11 123 0

1 6△ 2 △ 1

7

1 2 0

4 1 0 2

△ 1
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火災種別発生状況

長井市

飯豊町

長井市

飯豊町

長井市

飯豊町

長井市

飯豊町

長井市

飯豊町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

白鷹町

小国町

建物焼損面積別発生状況

令和3年
令和2年
令和3年
令和2年
令和3年
令和2年
令和3年
令和2年

林野焼損面積別発生状況

令和3年
令和2年
令和3年
令和2年
令和3年
令和2年
令和3年
令和2年

損害額別発生状況

令和3年
令和2年
令和3年
令和2年
令和3年
令和2年
令和3年
令和2年

（単位：ha）

（単位：千円）

市町別火災発生状況（火災種別・焼損面積別・損害額別）

―４８―

小国町

飯豊町

建物火災

林野火災

車両火災

その他火災

長井市

飯豊町

小国町

長井市

小国町

白鷹町

飯豊町

白鷹町

（単位：件）

（単位：㎡）

航空機火災

長井市

白鷹町

0 1 2 3 4 5 6

令和3年火災発生件数 26件
建物火災 11件
林野火災 3件
車両火災 0件

航空機火災 0件
その他火災 12件

0 200 400 600 800 1,000 1,200

令和 3年焼損面積合計
1,571 ㎡

令和 2年焼損面積合計
1,869 ㎡

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

令和 3年損害合計
53,148 千円

令和 2年損害合計
61,461千円

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

令和 3年林野焼損面積合計
9.07 hａ

令和 2年林野焼損面積合計
0.46 hａ
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建物林野航空機車両その他
令和2年

（単位：件） （単位：件）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

建物 長井市

林野 白鷹町

車両 飯豊町

航空機 小国町

その他 合計

合計

―４９―

月別発生状況 市町別月別発生状況

火災発生状況（火災種別・月別・市町別月別）

火災種別発生状況
車両 その他

令和３年

建物 林野 航空機

建物

42%

林野

12%[分類名]

[パーセンテージ]

[分類名]

[パーセンテージ]

その他

46%

建物

林野

航空機

令和３年

26 件

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

（件） その他

航空機

車両

林野

建物

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

(件)
小国町

飯豊町

白鷹町

長井市

車両

その他
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（単位：件）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 不　明
建物
林野
車両

その他
航空機

種　別 建物火災 林野火災 車両火災 その他火災 航空機火災 種　別 春３～５月 夏６～８月 秋９～１１月 冬１２～２月

件　数 件　数

種　別 ０～３時 ３～６時 ６～９時 ９～１２時 １２～１５時 １５～１８時 １８～２１時 ２１～２４時 不　明
件　数

―５０―

（単位：件） （単位：件）

（単位：件）

曜日別火災発生状況

火災種別発生状況 四季別発生状況

時間別発生状況

過去５年間の火災発生状況（火災種別・四季別・時間別）

2 2 
4 

3 
1 

11 
11 

11
2 

3 
2 

2 

1 
1 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 不 明

建物

林野

車両

その他

航空機

建建物物火火災災

5511%%

林林野野火火災災

77%%

車車両両火火災災

44%%

そそのの他他火火災災

3377%%

航空機火災

1%

火災種別

建物火災

林野火災

車両火災

その他火災

航空機火災

春春３３～～５５月月

4400%%

夏夏６６～～８８月月

2244%%

秋秋９９～～１１１１月月

2200%%

冬冬１１２２～～２２月月

1166%%

四季別

春３～５月

夏６～８月

秋９～１１月

冬１２～２月

００～～３３時時

66%%

３３～～６６時時

44%%

６６～～９９時時

1122%%

９９～～１１２２時時

2211%%

１１２２～～１１５５時時

2244%%

１１５５～～１１８８時時

1133%%

１１８８～～２２１１時時

1155%%

２１～２４時

3%

不 明

2%

時間別

０～３時

３～６時

６～９時

９～１２時

１２～１５時

１５～１８時

１８～２１時

２１～２４時

不 明
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こ た つ

合 計

そ の 他

不明・調査中

マッチ・ライター

取 灰

火 遊 び

排 気 管

放 火 の 疑 い

放 火

煙 突 ・ 煙 道

ス ト ー ブ

風呂・かまど

ボ イ ラ ー

火 入 れ

灯 火

焼 却 炉

電 気 機 器

配 線 器 具

た ば こ

電灯・電話等の配線

た き 火

平成２９年 平成３０年

こ ん ろ

令和元年 令和２年 ％令和３年

１１月 １２月 合計不明５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月２月 ３月 ４月１月

排 気 管

火 遊 び

マッチ・ライター

そ の 他

不明・調査中

取 灰

火 入 れ

ス ト ー ブ

こ た つ

ボ イ ラ ー

放 火 の 疑 い

風呂・かまど

煙 突 ・ 煙 道

放 火

―５１―

焼 却 炉

た き 火

こ ん ろ

た ば こ

電灯・電話等の配線

配 線 器 具

電 気 機 器

灯 火

出火原因別火災発生状況（過去５年間）

合 計

出火原因別・月別火災発生状況

合計件数

電 気 装 置

電 気 装 置

炉

炉

月区分

月区分
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火災発生件数及び損害額（過去１０年間）

平成
２４
年

平成
２５
年

平成
２６
年

平成
２７
年

平成
２８
年

平成
２９
年

平成
３０
年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

建物
林野
車両
その他

航空機

合計

平成２４年平成２５年平成２６年平成２７年平成２８年平成２９年平成３０年令和元年令和２年令和３年

―５２―

77
33

55 55

1212

77

1212
99

66

1212
11

33

44
22

55

11

44

33

11

11
3

11
11

33 22

2424

1313

2020
1515

1616

1414

1717

88

1313
1111

35

21

30

26

29

22

30

20

25
26

0

5

10

15

20

25

30

35

40

平成

２４年

平成

２５年

平成

２６年

平成

２７年

平成

２８年

平成

２９年

平成

３０年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

合計

建物

車両

林野

航空機

その他

93,513 

64,772 

98,860 

67,781 

30,682 

60,922 

138,841 

34,081 

61,461 

53,148 

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000

平成２４年

平成２５年

平成２６年

平成２７年

平成２８年

平成２９年

平成３０年

令和元年

令和２年

令和３年

火災損害額 （単位：千円）

（単位：件）

火災発生件数
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初期消火に使用した器具等の状況及び火災通報状況

市町別火災出動状況

―５３―

そ

の

他

一

一

九

う
ち
携
帯
電
話

加
入
電
話

警
察
電
話

事
後
聞
知

う
ち
携
帯
電
話

消

火

器

　
水
・
汲
置
水
等

　初期消火に使用
 　した器具

水
バ
ケ
ツ
・
水
道

そ

の

他

効

果

有

初
期
消
火
無

火災通報区分の

出

火

率

人
口
一
万
人
当
り

白鷹町

飯豊町

Ｒ２年

Ｒ３年

Ｒ２年

出

火

件

数

人

口

年

Ｒ３年

Ｒ２年
長井市

世

帯

数

Ｒ３年

Ｒ３年

長井市

増・減（△）

合計

小国町

Ｒ２年

年

Ｒ３年

放水台数

Ｒ２年

Ｒ３年

Ｒ２年

Ｒ３年

Ｒ２年

出動台数

件数

出火

計 署 団 計 署・団合計署 団

Ｒ２年

出動人員

△ 305

△ 107

白鷹町

△ 8

飯豊町

小国町

増・減（△） △ 1

Ｒ２年

Ｒ３年

Ｒ２年

Ｒ３年

△ 1 △ 19 △ 20 △ 30 △ 137 △ 27

増・減（△）

増・減（△） △ 1 △ 4 △ 17 △ 21 △ 59 △ 246

合計

増・減（△） △ 1

Ｒ３年

△ 14

区分

市町別

区分

市町別
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主な火災の記録

本表は、建物焼損面積 ㎡、林野焼損面積 ａ以上、損害額 千円以上、又は焼死者の発生し

た火災を記録した。

―５４―

年
出火日時

種別 出 火 場 所
死者

（人）

傷者

（人）月 日 時 分

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６０

６１

６２

６３

４．３０

８．１２

４．２０

５． ７

１１． １

５． １

１０．１６

４．２９

５．１８

４． ９

５．１０

４． ２

４．１５

８． ６

９． ２

１２．１５

５． ７

７． ６

２．１２

４． ７

６． ６

６． ４

８．２８

１．３０

１． ８

２．１６

３．１６

３．１６

５．２１

５．２３

６．１０

１０．２３

３． ７

４．３０

５．１４

５．１８

９．２５

２．２５

５．１５

５．２４

８．１５

１２． ２

４．１７

４．２７

５．１０

１２．１０

３．１８

１３：２２

１３：２０

１２：３０

１０：３０

１２：３０

１０：３０

２２：４０

６：２０

１１：２０

９：０５

１２：００

１３：３５

２２：３０

１４：００

１２：１５

１０：２０

１４：５０

２３：４０

１９：４５

１７：５０

１２：５０

１０：００

１６：２０

１：１０

５：００

２２：００

９：３０

２２：３０

７：２５

１６：２５

１７：２５

１４：００

不 明

１４：０５

２３：０５

１２：１０

６：２０

１７：２０

１４：３５

７：２０

１９：１０

１８：４０

１４：４０

１４：４０

不 明

２：００

４：４５

林 野

林 野

林 野

林 野

建 物

林 野

建 物

建 物

林 野

建 物

林 野

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

建 物

林 野

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

林 野

車 両

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

林 野

建 物

建 物

長井市勧進代

長井市上伊佐沢大東

白鷹町大字畔藤

小国町大字大石沢

白鷹町大字荒砥甲

長井市平山北脇の沢

飯豊町大字萩生

長井市草岡

小国町大字泉岡小滝沢井

小国町大字緑町

小国町大字市野沢

小国町大字伊佐領

白鷹町大字鮎貝

小国町大字小玉川飯豊山

飯豊町大字萩生

小国町大字荒沢

小国町大字小国町小芦沢

飯豊町大字高峰

小国町大字岩井沢

長井市歌丸

白鷹町大字黒鴨

小国町大字下大石沢

白鷹町大字荒砥乙

飯豊町大字添川

該当する火災なし

長井市ままの上

長井市五十川袋

長井市歌丸

小国町大字叶水

小国町大字町原

小国町大字片貝

長井市本町

長井市寺泉立石沢

小国町大字大石沢

小国町大字驚字向合山

小国町大字明沢トンネル

飯豊町大字数馬

小国町大字小玉川

小国町大字田沢頭

長井市東町

長井市あら町

小国町大字松岡

小国町大字若山

長井市上伊佐沢峰沢

白鷹町大字鮎貝

小国町大字叶水西山

小国町大字岩井沢

長井市平山

１

１

１

１

１

１

１

１
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―５５―

年
出火日時

種別 出 火 場 所
死者

（人）

傷者

（人）月 日 時 分

６３

元

２

３

４

５

６

７

８

９

４．１４

７．２５

８． ８

１０．１６

１．２５

３． ５

４． ５

１．２６

３．２４

４． ７

６． ４

６．１２

８．２２

８．２９

１２．２３

１．２７

３．２７

４．２７

７．２５

９．２６

２．２３

２．２５

３． ５

６．１５

８． １

８．１２

９． ８

１０．１０

１１． ９

４．２６

９．１９

１１．３

３．１６

４． ６

７．１２

１０．２１

１１．１５

２． ７

２．１２

３．１６

５．１０

５．２９

８．１８

９．３０

１．２８

３．２９

４．２７

２． １

４．２５

５． ３

１１． ６

１１．３０

１２． ５

１５：３０

９：１０

１０：４０

不 明

１３：１５

２１：１２

１９：５５

１９：４５

２０：１０

１：２０

１２：２５

調査中

１６：００

１５：５５

１０：３０

１０：３０

７：００

１８：５７

１４：２６

１７：５０

１３：１０

１８：０１

１８：３２

０：５０

１２：４０

３：００

１４：４２

２０：１６

１１：５０

１７：２５

１６：３０

６：３０

９：０６

１３：２５

１９：４０

１１：５５

９：４５

１１：５３

１２：４６

１５：２９

１０：５０

３：０６

２３：０５

１２：０６

１８：２０

１３：１０

１７：００

１２：５０

３：００

１５：３０

４：１５

１９：４０

１３：３５

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

車 両

建 物

建 物

建 物

建 物

その他

建 物

林 野

林 野

建 物

その他

建 物

建 物

その他

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

建 物

白鷹町大字深山

小国町大字小国町

長井市館町

白鷹町大字粗砥甲

白鷹町大字十王

小国町大字貝少

長井市九野本善並

長井市今泉

飯豊町大字上原

長井市白兎

飯豊町大字広河原後沢

長井市幸町

長井市白兎深沢

長井市高野町

小国町大字針生

白鷹町大字中山

飯豊町大字椿

長井市歌丸

長井市五十川

小国町大字増岡

長井市上伊佐沢

白鷹町大字鮎貝

長井市五十川

小国町大字玉川

飯豊町大字手ノ子

長井市草岡

小国町大字小玉川

白鷹町大字鮎貝

長井市ままの上

小国町大字小国町

白鷹町大字畔藤

白鷹町大字畔藤

小国町大字五味沢

白鷹町大字針生

小国町大字市野々

小国町大字伊佐領

小国町大字種沢

長井市中伊佐沢

白鷹町大字黒鴨

白鷹町大字滝野

白鷹町大字栃窪字畑地内

飯豊町大字黒沢

長井市時庭

小国町大字宮の台

飯豊町大字添川

長井市川原沢

長井市新町

白鷹町大字萩野

飯豊町大字小白川

小国町大字河原角

小国町大字舟渡

飯豊町大字添川

長井市時庭

１

１

１

１

１

１

１

２３
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―５６―

年
出火日時

種別 出 火 場 所
死者

（人）

傷者

（人）
月 日 時 分

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

２． ４

２．２４

１１． ２

２．１３

３．２２

５．２０

１０．１５

１０．１９

１０．２１

１１． １

１１． ８

１２．１９

１２．２２

２． ８

３． ８

４．２４

５．３０

７． ８

８． ３

１０．２１

１．１５

３． ２

４． ５

４．２８

６．１２

３． ６

５．１５

５．２５

８．２２

８．２８

９． ５

９．２９

１０．１１

１２．１１

１．２７

３． ８

５．１０

９．２６

１２． ６

１．１０

３．２１

３．２２

５． ２

７．２１

１１．１５

１２．１９

２． １

４． ４

４． ９

５．１２

１０．２０

１．１４

２． ３

７：１０

１３：００

１６：２０

１５：５５

１１：００

１２：４２

３：００

３：００

１０：４０

１６：２０

６：２０

１９：２５

２：１８

１９：１３

１５：１６

１１：１９

２：００

２０：３０

８：３５

１８：１１

１６：３０

６：０５

７：０８

１０：５５

１８：４０

１：４３

１０：４０

１６：３０

１５：３５

１９：５４

１９：００

４：５５

２１：２０

１３：４０

８：５５

９：５４

１２：００

６：１４

２：１０

７：４０

４：００

６：００

１３：００

４：４５

８：４０

１０：５０

１８：２５

７：３０

１５：２５

１０：４０

１５：３５

１２：１５

２１：４５

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

車 両

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

飯豊町大字黒沢

長井市今泉

小国町大字西滝

小国町大字増岡

小国町大字五味沢

小国町大字大滝

長井市東町

白鷹町大字菖蒲

飯豊町大字中

長井市今泉

長井市館町北

白鷹町大字畔藤

長井市九野本

長井市今泉

白鷹町大字荒砥甲

小国町大字増岡

小国町大字沼沢

長井市中道

長井市上伊佐沢

飯豊町大字手ノ子

小国町大字小坂町

白鷹町大字畔藤

白鷹町大字田高玉

白鷹町大字浅立

長井市本町

長井市四ツ谷

飯豊町大字小白川

長井市横町

長井市伊佐沢

白鷹町大字荒砥乙

小国町大字折戸

小国町大字叶水

飯豊町大字添川

白鷹町大字荒砥甲

長井市森

長井市本町

長井市草岡

小国町大字小玉川

白鷹町大字中山

長井市芦沢

長井市本町

長井市成田

小国町大字玉川

白鷹町大字鮎貝

長井市中道

飯豊町大字小白川

小国町大字小国小坂町地内

小国町大字小国今市

長井市五十川

長井市成田地内

白鷹町大字畔藤地内

長井市泉

飯豊町大字萩生

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１
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―５７―

年
出火日時

種別 出 火 場 所
死者

（人）

傷者

（人）
月 日 時 分

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

４．１８

９． ２

１０．１２

５． ４

６．１９

９．２９

１２． １

１． ８

１．１６

４．１６

５．１２

７． ５

８．２３

９．３０

１０．１７

１１．２０

５． ３

６． ９

６．２８

８．２４

１０． ６

１． ５

４．２４

５． ３

６． ３

６． ９

６． ９

６．１７

４． ４

５．３０

８．３１

１０．１４

１１．３０

１２．１７

１．２３

４． ５

５． ４

６．２９

７．１４

４． ４

４．１１

５．２６

６． ５

９．３０

１１．３０

２．１７

５． ６

８．２８

３．不明

５．不明

５．２６

９：５５

不 明

３：２０

１５：３０

１１：４０

不 明

１１：００

４：３８

５：４５

１３：４５

１５：００

１５：０５

１２：４０

１４：００

８：１２

１７：４０

１０：３０

１１：４５

８：３５

２３：００

０：５５

１８：２０

１８：５０

３：３５

１３：３５

１２：４５

１７：２０

６：１８

２０：３８

３：２５

０：４０

１２：１０

１：３５

２３：２５

２２：０９

１６：００

１１：２６

１５：４１

１２：３１

１：４８

１１：３０

１３：００

１７：５２

３：１０

１４：５８

２：５０

不 明

１７：４０

不 明

不 明

２３：２０

建 物

車 両

建 物

林 野

その他

その他

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

その他

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

車 両

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

その他

建 物

建 物

建 物

建 物

林 野

建 物

車 両

建 物

その他

長井市五十川

長井市寺泉

長井市本町

小国町大字大石沢

飯豊町大字添川

長井市泉

白鷹町大字鮎貝

長井市上伊左沢

長井市横町

飯豊町大字小白川

飯豊町大字遅谷

小国町大字叶水

小国町大字若山

白鷹町大字萩野

飯豊町大字白川

白鷹町大字萩野

小国町大字片貝

飯豊町大字添川

長井市草岡

長井市白兎

長井市中道

長井市成田

飯豊町大字黒沢

長井市平山

小国町大字沼沢

小国町大字新原

飯豊町大字高峰

長井市成田

長井市平山

白鷹町大字鮎貝

小国町大字伊佐領

白鷹町大字畔藤

長井市舟場

長井市花作町

長井市十日町

長井市白兎

飯豊町大字萩生

小国町大字樽口

長井市宮

長井市上伊佐沢

長井市下伊佐沢

小国町大字叶水

長井市時庭

小国町大字北

長井市時庭

長井市成田

小国町大字沼沢

白鷹町大字山口

飯豊町大字手ノ子

飯豊町大字宇津沢

長井市緑町

１

１

１

２

１

１

１

２

１

１

３

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

２

１

１

１

１
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―５８―

年
出火日時

種別 出 火 場 所
死者

（人）

傷者

（人）
月 日 時 分

２９

３０

３１

元

２

３

１． ４

１．３１

４ ６

４．１６

７． ８

１１．１６

３．２１

４． ９

１２．１０

１２．１５

１．２２

２． ８

７．１１

５．２１

８． ６

３．１３

３．２４

４．２２

５． ７

６．２９

７．１２

１０．２７

６：５０

１：２０

１９：５０

０ ００

１０：３５

１６：１０

１９：００

１４：００

２０：３０

６：００

９：２０

１９：１６

４：１６

２：５２

１１：０７

１６：４４

１３：２８

１８：４２

１４：２６

１３：４９

８：５４

１３：５１

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

車 両

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

建 物

その他

林 野

その他

建 物

建 物

その他

小国町大字北

飯豊町大字添川

長井市高野町

飯豊町大字高峰

小国町大字小坂町

長井市九野本

白鷹町大字大瀬

長井市成田

小国町大字小国町

白鷹町大字荒砥乙

長井市高野町

白鷹町大字荒砥甲

小国町大字小国町

長井市横町

小国町大字越中里

長井市清水町

白鷹町大字荒砥乙

長井市上伊佐沢

小国町大字新原

長井市平山

飯豊町大字椿

白鷹町大字畔藤

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１
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市町別救急活動状況及び救急救命士の特定行為実施状況

転
　
院
　
搬
　
送

医
　
師
　
搬
　
送

資
器
材
等
搬
送

そ
　
の
　
他

出 場 件 数

不搬送件数

搬 送 人 員

出 場 件 数

不搬送件数

搬 送 人 員

出 場 件 数

不搬送件数

搬 送 人 員

出 場 件 数

不搬送件数

搬 送 人 員

出 場 件 数

不搬送件数

搬 送 人 員

出 場 件 数

不搬送件数

搬 送 人 員

①

②

③

④

⑤

合
計

飯
豊
町

小
国
町

　静脈路確保及び輸液

実施者
　救急救命士

　救命士以外の消防吏員

うち気管内チューブ

計

計

計

出場件数のうち救急救命士搭乗件数

う ち シ ョ ッ ク 症 例

うち低血糖発作症例

前 　ブドウ糖溶液投与

計

そ　　の　　他水
　
　
　
　
　
難

交
　
通
　
事
　
故

労
　
働
　
災
　
害

自
　
然
　
災
　
害

一
　
般
　
負
　
傷

市
町
別

そ
の
他

白
鷹
町

火
　
　
　
　
　
災

加
　
　
　
　
　
害

長
井
市

―５９―

血糖測定

除
細
動

特
定
行
為

　静脈路確保のための輸液

エピペン

（Ｒ３．１．１～Ｒ３．１２．３１）

計（①＋②＋③＋④＋⑤）

救急救命士の特定行為実施状況

市町別救急活動状況

　気　道　確　保

　薬　剤　投　与

運
　
動
　
競
　
技

急
　
　
　
　
　
病

自
　
損
　
行
　
為

種別

区分
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

合　計
急　病

交通事故
一般負傷
その他

２４年２５年２６年２７年２８年２９年３０年３１年Ｒ２年Ｒ３年

合　計
急　病

交通事故
一般負傷
その他

―６０―

事故種別・月別救急出場件数

事故種別救急出場件数の推移（過去１０年間）

23 16 18 20 26 18 24 18 16 24 21 21

43
33 21 24

25
21

36
31 30 24 24 28

1111

1111
77 66

88
1414

1717

1010 99 1010 1717 1010

119119

9797

9696
109109

119119
107107

123123

131131

9696
102102

116116
101101

0

50

100

150

200

250

急 病
交通事故
一般負傷
その他

265 219 281 278 232 229 270 269 224 245

309 329 313 291 310 341 331 350
272 340

168168 160160 110110 143143 163163 142142 153153 141141
110110

130130

1,3641,364
1,2981,298 1,3581,358 1,3891,389

1,2451,245 1,3181,318 1,3351,335 13291329

12391239

13161316

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

急 病
交通事故
一般負傷
その他
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曜日別救急出場件数

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

合　計

曜日別搬送人員

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
合計
急病

交通事故
一般負傷
その他

合　計

―６１―

曜日別救急出場件数及び搬送人員

日曜日

262件

12.9%
月曜日

310件

15.3%

火曜日

314件

15.4%
水曜日

300件

14.8%

木曜日

280件

13.8%

金曜日

305件

15.0%

土曜日

260件

12.8%

出場件数
日曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

13
36 28 33 29 33 27

48

44 55 39 44 43 48

20
11 13

20 28 17 14

0

50

100

150

200

250

300

350

日
曜
日

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

（単位：人）

搬送人員 急病

交通事故

一般負傷

その他

160160

190190 186186
177177 165165

193193

158158
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転
院
搬
送

医
師
搬
送

資
機
材
等

搬
　
　
送

そ
の
他

計

休　日

休日以外

合　計

０～２

２～４

４～６

６～８

８～１０

１０～１２

１２～１４

１４～１６

１６～１８

１８～２０

２０～２２

２２～２４

（Ｒ３．１．１～Ｒ３．１２．３１）

発生時間別・事故種別救急出場件数

―６２―

水
難
事
故

自
然
災
害

火
　
　
災

一
般
負
傷

運
動
競
技

労
働
災
害

交
通
事
故

その他

急
　
　
病

自
損
行
為

加
　
　
害

時
　
間
　
別
　
内
　
訳

種別

区分
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年
齢
区
分

火
　
　
災

自
然
災
害

水
難
事
故

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
　
害

自
損
行
為

急
　
　
病

そ

の

他

計

死 亡
重 症
中 等 症
軽 症
そ の 他

計
死 亡
重 症
中 等 症
軽 症
そ の 他

計
死 亡
重 症
中 等 症
軽 症
そ の 他

計
死 亡
重 症
中 等 症
軽 症
そ の 他

計
死 亡
重 症
中 等 症
軽 症
そ の 他

計
死 亡
重 症
中 等 症
軽 症
そ の 他

計
※　新生児 生後２８日以内の者

　　乳幼児 生後２９日以上、満７歳未満の者

　　少　年 満７歳以上、満１８歳未満の者

　　成　人 満１８歳以上、満６５歳未満の者

　　高齢者 満６５歳以上の者

年齢区分別・傷病程度別搬送人員

新

生

児

乳

幼

児

少

年

成

人

―６３―

高

齢

者

合

計

（Ｒ３．１．１ ～ Ｒ３．１２．３１）（単位：人）

事故種別

傷病程度
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３分以上 ５分以上 １０分以上

５分未満 １０分未満 ２０分未満

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合　　　計

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合　　　計

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合　　　計

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合　　　計

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合　　　計

急

病

交

通

事

故

現場到着
最　　短
所要時間
（分）

現場到着
最　　長
所要時間
（分）

現場到着
平　　均
所要時間
（分:秒）

（Ｒ３．１．１ ～ Ｒ３．１２．３１）

計

事故種別・救急隊別・現場到着所要時間別出場件数

―６４―

そ

の

他

３分未満 ２０分以上

一

般

負

傷

種
　
別

合

計

現場到着

救急隊名
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収容最短 収容最長 収容平均

所要時間 所要時間 所要時間

うち うち うち うち うち うち うち （分） （分） （分:秒）

管外 管外 管外 管外 管外 管外 管外

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合 計

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合 計

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合 計

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合 計

消防署救急隊

白鷹救急隊

飯豊救急隊

小国救急隊

合 計

事故種別・救急隊別・医療機関収容時間別搬送人員

 120分以上
６０分以上１０分以上

２０分未満

―６５―

120分未満６０分未満
計

３０分以上

（Ｒ３．１．１ ～ Ｒ３．１２．３１）

そ

の

他

２０分以上

交

通

事

故

一

般

負

傷

１０分未満

合

計

３０分未満

急

病

種
　
別

病院収容

救急隊名
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合計 急病 交通事故 一般負傷 その他

※　１

※　２

※　３

※　４

※　Ａ

※　Ｂ

※　Ｃ

 うちCPA前

 うちCPA

注２　気道確保欄の

注３　在宅医療法継続欄の

　　　　※Ｃは、※Ａ・※Ｂ以外の処置者への応急処置を行った件数をいう。

搬 送 人 員

気 道 確 保

酸 素 吸 入

心 肺 蘇 生

心 マ ッ サ ー ジ

静脈路確保（輸液）

除 細 動

β 刺 激 薬 投 与

　　　　※４は、救命士が気管内チューブを使用して気道確保を行った件数をいう。

―６６―

注４　一傷病者に対して複数の応急処置を行う場合もあるため、搬送人員・処置対象人員の合計とは必ずしも一致しない。

　　　　※Ａは、在宅中心静脈栄養管理・在宅化学療法による点滴者への応急処置を行った件数をいう。

　　　　※Ｂは、気管切開孔・気管瘻・人工肛門等の外瘻処置者への応急処置を行った件数をいう。

薬 剤 投 与

　　　　※１は、経鼻エアウェイによる気道確保を行った件数をいう。

ブ ド ウ 糖 投 与

エ ピ ペ ン 投 与

血 糖 測 定

在宅医療法継続

被 覆

保 温

その他の応急処置

人 工 呼 吸

固 定

止 血

応 急 処 置 合 計

処 置 対 象 人 員

　　　　※３は、救命士がラリンゲアルマスク等を使用した気道確保を行った件数をいう。

　　　　※２は、喉頭鏡・鉗子による異物除去を行った件数をいう。

注１　事故種別のその他とは、火災・自然災害・水難・労働災害・運動競技・加害・自損行為・転院等をいう。

（Ｒ３．１．１～Ｒ３．１２．３１）

救急隊員の行った応急処置件数

心 電 図

血中酸素飽和度

聴診器による聴取

血 圧 測 定

ショックパンツ

事故種別
応急処置

─ 66 ─



うち管外 うち管外 うち管外 うち管外 うち管外

病　院

診療所

病　院

診療所

病　院

診療所

（Ｒ３．１．１ ～ Ｒ３．１２．３１）（単位：人）

そ の 他 計

―６７―

国　　立

公　　立

公　　的

私的

医

療

機

関

救

急

告

示

一 般 負 傷

接 骨 院 等

そ　 の　 他

計

合　　　計

公　　的

私的

国　　立

公　　的

私的

計

公　　立

交 通 事 故

医療機関別・事故種別搬送人員

そ
の
他
の
場
所

計

計

国　　立

公　　立

計

医

療

機

関

そ

の

他

の

急 病事故種別

医療機関別
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事故種別・発生場所別搬送人員

※ 小数点第１位を四捨五入する。
人口は、令和３年１２月１日現在とする。

管内普通救命講習会新規修了者状況

搬
送
人
員

人
口

合　　計 住　宅 公衆出入場所

その他

合　　計

急　　病

交通事故

一般負傷

その他仕事場 道　路

長井市

白鷹町

小国町

管内

―６８―

飯豊町

長井市

白鷹町

飯豊町

小国町

合計

（Ｒ３．１．１～Ｒ３．１２．３１）（単位：人）

（Ｒ３．１２．３１現在）（単位：人）

累計

356

380

433

321

348

0 100 200 300 400 500

人口１万人当たりに対する搬送人員

発生場所別
事故種別

年 別
市町別
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合計 火災 交通 水難 風水害
機械
事故

建物
事故

ガス
事故

爆発
事故

その他

救急自動車

消防機関の車

消防機関以外の車

合計 火災 交通 水難 風水害
機械
事故

建物
事故

ガス
事故

爆発
事故

その他

合　　　計

救助工作車

消防ポンプ自動車

救急自動車

その他の車両

合　　　計

救助隊員

消防隊員

救急隊員

合　　　計

救助隊員

消防隊員

救急隊員

（Ｒ３．１．１～Ｒ３．１２．３１）

事故種別救助出動件数・救助人員及び車両別搬送人員

事故種別救助出動車両・出動人員

―６９―

出
動
車
両

傷
病
者
搬
送
車
両

救　助　人　員

活　動　件　数

出　動　件　数

事
　
故
　
種
　
別

出
動
人
員

活
動
人
員

（Ｒ３．１．１～Ｒ３．１２．３１）

事故種別
区 分

事故種別
区 分
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消防署 白鷹分署 飯豊分署 小国分署

（Ｒ４．４．１）

水
　
難

救
助
器
具

救命ボール

ハンマードリル
削岩機
ハンマー
万能斧

空気呼吸器

放射線測定器
耐熱服
耐電衣
耐電ズボン

酸素呼吸器
有毒ガス測定器
酸素濃度測定器
可燃性ガス測定器

油圧ジャッキ
可搬式ウインチ

ガス溶断器

救命ボート

チェーンソー
電気ドリル

ワイヤーロープ

大型油圧カッター
ペダルカッター
空気鋸

ポリスリング

耐電手袋
耐電長靴
防毒衣
安全帯

酸素溶断器

送排風機
バスケットストレッチャー
ロープ登降器

大型油圧ジャッキ
エンジンポンプ

破
壊
用

器
　
具

自動ポンチ

エンジンカッター

金属製梯子

スノーボート
マット型空気ジャッキ
大型油圧スプレッダー

空気式救助マット
折りたたみ梯子
連複梯子
かぎ付き梯子

緩降機
担架
救助用縛帯
救命索発射銃

ワイヤーバスケットストレッチャー

携帯発電機
投光器
携帯拡声器
応急処置セット

船外機
救命胴衣
救命浮輪

救助器具の現有

―７０―

そ
の
他
の

救
助
用
器
具

保管場所 合計器具名区分

呼吸保護器具

測
定

器
具

隊
員
用

保
護
器
具

安全マット
コンプレッサー
その他の救助器具

一
般
救
助
用
器
具

重
量
物
排
除
器
具

切
断
用
器
具
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（Ｒ４．４．１）

市　町　名 階　級 氏　　　　　　名 就　任　年　月　日

団　長 渋谷 忠敏 平成２７年　４月　１日

副団長 髙橋 靖信 平成２７年　４月　１日

副団長 椎名 一志 平成２７年　４月　１日

団　長 平 盛 和 平成２５年　４月　１日

副団長 佐藤 貴光 令和　２年　４月　１日

副団長 児玉 秀朗 令和　３年　４月　１日

団　長 田 辺 隆 平成２３年　４月　１日

副団長 山 口 信 英 平成３１年　４月　１日

副団長 舟 山 純 也 令和　２年　４月　１日

団　長 山 口 誠 一 令和　４年　４月　１日

副団長 金 沢 誠 平成３１年　４月　１日

副団長 今 野 貞 治 令和　４年　４月　１日

　

（Ｒ４．４．１）

―７１―

管内消防団正副団長

管内消防団組織

長　井　市

飯　豊　町

小　国　町

白　鷹　町
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氏　名 就任年月 氏　名 就任年月

初代 上 村　正 蔵 Ｓ４７．　４ 初代 今 道　四 郎 Ｓ４７．　４

２代 佐 藤　　 肇 　６０．　７ ２代 今　　惣一郎 　５２．　４

３代 芳 賀　忠 一 Ｈ　３．　４ ３代 小 池　泰 男 Ｈ　５．　４

４代 島 田　友 市 　１３．　４ ４代 渡部　錬太郎 　１７．　４

５代 今 野　喜 一 　１５．　４ ５代 東　　 正 明 　２１．　４

６代 安 部　　 隆 　１７．　４ ６代 伊藤　孝太郎 　２５．　４

７代 大 沼　正 美 　２０．　１ ７代 佐 藤　義 昭 　３１．　４

８代 勝 見　直 喜 　２３．　４ ８代 山 口　誠 一 Ｒ　４．　４

９代 渋 谷　忠 敏 　２７．　４

氏　名 就任年月 氏　名 就任年月

初代 小松　与次郎 Ｓ４７．　４ 初代 嘉 藤　正 二 Ｓ４７．　４

２代 佐 藤　敏 彦 　５４．　４ ２代 曾根原　健司 　５５．　５

３代 菅 間　正 浩 Ｈ 元．　４ ３代 宇津木　四郎 　５６．　６

４代 板 垣　長 榮 　　９．　４ ４代 斎 藤　栄 一 　５９．　４

５代 佐 藤　定 敏 　１７．　４ ５代 伊 藤　晃 榮 Ｈ　２．　４

６代 平　　 盛 和 　２５．　４ ６代 岡田　美樹雄 　１２．　６

７代 田 辺　　 隆 　２３．　４

管内歴代消防団長

―７２―

長井市 小国町

白鷹町 飯豊町

※西置賜広域消防事務組合発足後から
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普 軽

計 584 1 2 6 6 30 0 59 480 1 6 0 22 0 29 1 58 10 54

本部 8 1 2 1 4 1

1分団 104 1 1 4 10 88 1 5 4 10 7

2分団 100 1 1 5 8 85 1 3 4 8 3 7

3分団 115 1 1 6 14 93 1 4 9 14 2 14

4分団 87 1 1 4 8 73 1 3 4 8 2 8

5分団 97 1 1 5 11 79 2 4 5 11 2 11

6分団 73 1 1 6 7 58 1 3 3 7 1 7

計 613 1 2 6 5 21 21 71 486 1 5 4 15 41 9 1 71 53 19

本部 4 1 2 1 1

1分団 134 1 1 5 5 19 103 1 1 1 2 13 2 19 14 1

2分団 112 1 1 4 4 13 89 1 1 4 6 1 13 10 4

3分団 151 1 1 5 5 16 123 1 4 10 3 16 13 9

4分団 72 1 1 3 3 8 56 1 1 2 3 1 8 12 1

5分団 140 1 1 4 4 15 115 1 1 3 9 2 15 4 4

計 413 1 2 6 6 19 0 32 347 0 2 9 18 5 2 1 33 4 13

本部 3 1 2

本部分団 57 1 1 1 3 51 2 2 1

1分団 80 1 1 4 7 67 2 4 1 8 3

2分団 77 1 1 4 8 63 2 4 2 8 3

3分団 64 1 1 3 5 54 1 2 2 5 2

4分団 95 1 1 6 8 79 1 1 6 8 1 3

5分団 37 1 1 1 1 33 2 2 4 3 2

計 341 1 2 9 0 20 0 42 267 0 3 4 15 8 8 1 54 12 3

本部分団 41 1 2 1 2 2 33 1 3 1

1分団 25 1 2 3 19 1 1 2 1

2分団 26 1 2 4 19 1 1 5 1

3分団 40 1 2 7 30 1 3 1 9 1

4分団 35 1 3 5 26 1 2 1 7 2 1

5分団 54 1 2 6 45 3 1 1 7 3

6分団 41 1 2 5 33 1 2 1 9 2

7分団 40 1 3 5 31 3 2 1 9 2

8分団 39 1 2 5 31 1 1 2 2 6 1 1

※小型ポンプは、車両に積載しているもの以外を計上。

市町別消防団員数及び機械等配置状況
（Ｒ４．４．１）

合　　計 人　　　　員 機　　械
ポ
ン
プ
庫

警
鐘
台

ホ
ー
ス
タ
ワ
ー

定
　
員

ポ
ン
プ
車

積
載
車

実
　
員

団
　
長

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部
　
長

※
小
型
ポ
ン
プ

資
機
材
搬
送
車

そ
の
他

合計

長
井
市

680

副
部
長

班
　
長

団
　
員

多
機
能
型
車
両

―７３―

白
鷹
町

670

飯
豊
町

450

小
国
町

400
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―７４―

火災　　　 2,000
訓練･警戒　1,000

※4時間を越える活動は4,000

費用弁償

（Ｒ４．４．１）（単位：円）

警戒又は非常災害/回
(2時間未満)1,000　(4時間未満)2,000
(8時間未満)4,000　(8時間以上)8,000

訓練・その他業務 1,000/回
消防演習・研修　 2,000/日

火災 3,000　訓練 1,000　機関 10,000
警戒

(自動車)5,000 (小型)2,000
※すべて年額

火災、訓練等　2,000
2時間未満　 　2,000

2時間以上4時間未満　4,000
4時間以上　　 　　　8,000

副分団長 部　長 副部長 団　員分団長

長 井 市

班　長

飯 豊 町

白 鷹 町

団　長 副団長

４５歳 ５０歳

３６～ ４６～

合　計

白鷹町

飯豊町

小国町

長井市

20年未満 25年未満

25年以上

30年未満 以上 未満 ３５歳 ４０歳

新 任 団 員 数

（　　　）内は女性消防団員

５年 ５年以上 10年以上 ２１～ ５１歳３１～２６～

５年以上 １０年以上

白 鷹 町

在 職 年 数 別

未満

３０年

10年未満 15年未満

（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

５年未満
２５年以上

１０年未満

小 国 町

飯 豊 町

20年以上15年以上

合　計

１５年未満 ３０年未満

退 職 団 員 数

小 国 町

１５年以上
２０年未満

長 井 市

合　　計

合　　計

市町別・階級別消防団員報酬等

市町別・在職年数別消防団員数

市町別消防団員退職・新任状況

２５年未満
３０年以上

（Ｒ４．４．１）
２０年以上

年 齢 別 合計のうち

再入団員数

41歳以上の

以上
合　計

４１～２１歳

２５歳 ３０歳
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歳
以
上

歳
未
満

歳
以
上

歳
未
満

歳
以
上

歳
未
満

歳
以
上

歳
未
満

歳
以
上

歳
未
満

歳
以
上

歳
未
満

歳
以
上

歳
未
満

歳
以
上

歳
未
満

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
計

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
計

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
計

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
計

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
計

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
計

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
計

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町
計

長井市
白鷹町
飯豊町
小国町

階級別・市町別・年齢別消防団員数

―７５―

計

団
　
長

合　　計

分
団
長

副
分
団
長

部
　
長

班
　
長

団
　
員

副
部
長

（Ｒ４．４．１）

（　）は女性消防団員

副
団
長

歳
未
満

歳
以
上

合計

年齢別

市町・階級別
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市町別消防水利の現況

４０ １００ ４０ １００ ４０ １００

㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥

合　計

長井市

白鷹町

飯豊町

小国町

　※その他の水利とは、プール、河川口等、濠堀等、井戸などをいう。

そ
の
他
（

）

１００区分

合計
（A）+（B）+（C）

私
設

公
設

以
上

１００

㎥ ㎥

以
上

未
満

以
上

以
上

―７６―

　※消防水利の基準に該当するものを計上する。

㎥

以
上

未
満

（Ｒ４．４．１）

小
計
（

）

消火栓
公設 私設

防火水槽

小計（B）

以
上

未
満

１００
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平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

個人

団体

合計

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

長井市

白鷹町

飯豊町

小国町

置賜地区

その他

合計

―７７―

西置賜防災センター利用状況

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

（単位：人） 個人

団体

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

長井市

白鷹町

飯豊町

小国町

置賜地区

その他
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全 国 統 一 防 火 標 語 

第 １ 回（昭和 41 年度）火の始末 人にたのむな 任せるな 第３０回（平成７年度） 災害に 備えて日頃の 火の用心 

第 ２ 回（昭和 42 年度）さあねよう アッそのまえに 火の点検 第３１回（平成８年度） 便利さに 慣れて忘れる 火のこわさ 

第 ３ 回（昭和 43 年度）あなたは火事の恐ろしさを知らない 第３２回（平成９年度）つけた火は ちゃんと消すまで あなたの火  

第 ４ 回（昭和 44 年度）今捨てた タバコの温度が 700 度 第３３回（平成 10 年度）気をつけて はじめはすべて 小さな火 

第 ５ 回（昭和 45 年度）防火三百六十五日 第３４回（平成 11 年度）あぶないよ ひとりぼっちにした その火 

第 ６ 回（昭和 46 年度）火を使う 人ならできる 火の始末 第３５回（平成 12 年度）火をつけた あなたの責任 最後まで 

〃  〃  いま燃えようとしている火がある 第３６回（平成 13 年度）たしかめて 火を消してから 次のこと 

〃 〃  不始末を 真っ赤な舌で 火が笑う 第３７回（平成 14 年度）消す心 置いてください 火のそばに 

第 ７ 回（昭和 47 年度）慣れた火に新たな注意 第３８回（平成 15 年度）その油断 火から炎へ 災いへ 

第 ８ 回（昭和 48 年度）隣にも 声かけあって よい防火   第３９回（平成 16 年度）火は消した？いつも心に きいてみて 

第 ９ 回（昭和 49 年度）生活の 一部にしよう 火の点検 第４０回（平成 17 年度）あなたです 火のあるくらしの 見はり役 

第１０回（昭和 50 年度）幸せを 明日につなぐ 火の始末   第４１回（平成 18 年度）消さないで あなたの心の 注意の火 

第１１回（昭和 51 年度）火災は人災 防ぐはあなた 第４２回（平成 19 年度）火は見てる あなたが離れる その時を 

第１２回（昭和 52 年度）使う火を 消すまで離すな 目と心 第４３回（平成 20 年度）火のしまつ 君がしなくて 誰がする 

第１３回（昭和 53 年度）それぞれの 持ち場で生かせ 火の用心 第４４回（平成 21 年度）消えるまで ゆっくり火の元 にらめっこ 

第１４回（昭和 54 年度）これくらい 思う油断を 火が狙う！ 第４５回（平成 22 年度）「消したかな」 あなたを守る 合言葉 

第１５回（昭和 55 年度）あなたです！火事をだすのも 防ぐのも 第４６回（平成 23 年度）消したはず 決めつけないで もう一度 

第１６回（昭和 56 年度）毎日が 防火デーです ぼくの家 第４７回（平成 24 年度）消すまでは 出ない行かない 離れない 

第１７回（昭和 57 年度）火の用心 心で用心 目で用心 第４８回（平成 25 年度）消すまでは 心の警報 ON のまま 

第１８回（昭和 58 年度）点検は 防火のはじまり しめくくり 第４９回（平成 26 年度）もういいかい 火を消すまでは まあだだよ 

第１９回（昭和 59 年度）“あとで”より “いま”が大切 火の始末 第５０回（平成 27 年度）無防備な 心に火災が かくれんぼ 

第２０回（昭和 60 年度）怖いのは「消したつもり」と「消えたはず」 第５１回（平成 28 年度）消しましょう その火その時 その場所で 

第２１回（昭和 61 年度）防火の大役 あなたが主役 第５２回（平成 29 年度）火の用心 ことばを形に 習慣に 

第２２回（昭和 62 年度）消えたかな！気になるあの火 もう一度 第５３回（平成 30 年度）忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認 

第２３回（昭和 63 年度）その火 その時 すぐ始末！ 第５４回（平成 31 年度）ひとつずつ いいね！で確認 火の用心 

第２４回（平成元年度） おとなりに あげる安心 火の始末  第５５回（令和２年度） その火事を 防ぐあなたに 金メダル 

第２５回（平成２年度） まず消そう 火への鈍感 無関心  第５６回（令和３年度） おうち時間 家族で点検 火の始末 

第２６回（平成３年度） 毎日が 火の元警報 発令中  第５７回（令和４年度） お出かけは マスク戸締り 火の用心 
第２７回（平成４年度） 点検を 重ねて築く“火災ゼロ” 

第２８回（平成５年度） 防火の輪 つなげて広げて なくす火事 

第２９回（平成６年度） 安心の 暮らしの中心 火の用心 
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